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出エジプト　1:1-7
　今日から出エジプト記を読み進める。おおよその時代は紀元前1450年前後とする説と、紀元前1300年前後とする説がある。時代背景を探索する上では違いが生ずるだろうが、この出来事を理解し、この書を通して神が呼びかけておられることを受け止めていく上では、まあまあ、その点に深く立ち入らなくても良いだろう。
　かつて神はアブラハムに、その子孫は星の数ほどになると告げたが、出エジプト記冒頭にはそのことが語られている。70人でエジプトに移住した一族が、「おびただしくふえた」のである。それは神の祝福であり、同時に、イスラエルの民にとっては苦難の始まりでもあった。なお、イスラエルという民族名は、かつてヤコブが神から与えられた別名（創世記32:28）に由来する。
 
出エジプト　1:8-14
　時が過ぎ、エジプトの王朝にどのような変化が生じたにせよ、国を守り支えた最大の功労者が忘れ去られてしまうというあたりに、人間の愚かしさを思わずにはいられない。結局、人は自分の都合しか考えないのだ。イスラエルの民を恐れたこと自体が、狭量の極みでもある。いつの時代にも、国力の源泉の一つは、何と言っても人口の多さである。もともと良い関係だったイスラエル民族と一致協力して歩むほうが国にとって益になるはずなのに、そういう発想は出てこない。代わりに、力ずくで押さえつければ大丈夫だと思い込んでしまう。いったい何が大丈夫なのか。そうすれば国が栄えるということか。あいにくそうはならない。そして押さえつけることすらうまくいかず、この民はますます強大になっている。もっとも、神はイスラエルをエジプトから連れ出そうとしているのだから、エジプトで仲良く共に栄える、ということは神の予定表には書かれていないのでもあるが。
 
出エジプト　1:15-22
　後にイスラエルがエジプトを脱出しようとする際、神はエジプトに対して過酷な罰を与え続ける。とりわけ最後の処置はあまりにも無残なものだったが、その理由はここにあるのだと思われる。エジプトはイスラエルの赤子を徹底的に殺した。人は自分の蒔いたものを刈り取ることになる。
　前半にあるのは、出産の段階で手を加えて死産にしてしまえ、ということである。胎児なら良いという話ではないのだけれど（日本にだって堕胎罪はある）、初めのうちは、生まれた子に手をかけることまでは要求しなかったのだ。だが途中からは明確に、幼児殺害が命じられた。人の心には、あまりにもひどい行為については抑制がかかるのだが、しかし、それすらも人の悪に満ちた心は突破してしまい、たがが外れたようにどんなことでもしてしまう。この出来事を見ると、罪の恐ろしさを目の当たりにする思いだ。
 
出エジプト　2:1-3
　この両親は、王の力に屈して我が子を捨てたわけではないようだ。確かにナイル川に連れては行った。外面的には、命令に沿っているようにも見える。でも、投げ込んだ（1:22）わけではなく、丁寧に作った篭の中に寝かせておいて、流されないように葦の茂みに置き、そして、姉娘が見守っていた。
　人の力では抗しきれないことがある。その中で隠し続けることの難しさは厳然としていたが、彼らはただ諦めたのではない。彼らは神の手に、その子を委ねたのだ。そのまま放置されていたら、どうするか。家族で国を抜け出すのか。先のことについては、答えは何も見えていなかっただろう。でも、今の自分たちにできることをしてみよう、神の御手に委ねてみよう。それ以上のことは考えられなかっただろうが、だからこそ、その一歩を踏み出した。
　赤ん坊を入れた篭を川に浮かべるという行動自体の是非はいろいろな評価があり得るだろう。もっと他に道はなかったのがと考える人もあるだろう。聖書が告げているのはただ一つのことである。神はこの事態に介入された。先の見えない事態の中で、しかし神の御手は働いた。
 
出エジプト　2:4-10
　聖書は明白に、この子の将来について神が特別な計画を持っているのだということを告げている。パロの娘と言うことは、イスラエル人にとって最悪の相手に見つかったということだったはずだ。しかし彼女はその子をいとおしみ、我が子として育てることにしている。おかげでモーセは生きながらえ、さらにはエジプト王宮の経験を手にすることができた。後にイスラエルの指導者になるに際して、数多くのものが与えられていくのである。乳母を、と申し出たイスラエル人の娘の意図を、王女は承知していたのだと思う。それでもなお、その子を託したというあたりに、１章に出てくる助産婦たちと同様、必要な時には神が必要な人々を備えてくださるという事例を見ることができる。ただし、人の考える最善と、神の考える最善とでは大きな違いがあることを、この後すぐ、モーセは思い知らされる。
 
出エジプト　2:11-15
　これはモーセが40歳の時に起こった出来事のはずである。有名な映画では、モーセは王位継承レースの有力候補であったとされているけれど、それはどうだろうか。彼がイスラエル人の出であることは、誰が見てもわかることだったはずだ。芸術や学問の道に進むならば王家の一人として誉れを手にすることもできただろうが政治権力は無理、と考えるほうが理にかなっていると思う。
　そのような中で、自分の居場所を模索していたに違いない。彼は結局、エジプト人ではなく、そしてまたイスラエル人でもない状態にいたのであるから。この状況は、モーセが生きながらえるためには必要なことであったのだが、同時に彼がイスラエルを率いる者とのなるためには、まだしばらくの準備期間が必要だった。もっともそれが40年も後である必要は、本来はなかったのだろうが。そう、事態を混乱させたのはモーセの暴走である。
 
出エジプト　2:11-22
　敵の生命を奪うことは、旧約の中ではさして問題とはされていない。だがここではモーセの行動は単なる殺人として扱われている。良かれと思ったのだろう。だが、モーセの行動は短慮に過ぎ、そしてまた、神の計画とも違うものだった。
　結果、彼は逃げ出さざるを得なくなっている。ミデヤンの野で彼は40年を過ごす。彼は120歳まで生きるけれど、それでもやはり、すでに老齢に達してからの行動開始になってしまった。40年という数字は、後にイスラエルが荒野を放浪した年月と同じだ。あれもイスラエルが愚かなことをしたために約束の地に入るのが遅れてしまった年月である。モーセの場合も同様に考えたほうが良いように思う。もっとも、そういう失敗も含めて、神は物事を最善に導いてくださるのだが。
 
出エジプト　2:23-25
　ここにあるイスラエル民族の叫びは、神を呼び求め、神に助けを願う声だったというふうには書いていないことに注目しておきたい。後にモーセが立ち上がった後の様子を見ると、イスラエル民族はどうやら神のことを忘れていたようである。アブラハムに約束された神がおられることを、今始めてきいたというふうでもあり、そして、神への信頼などはまださっぱり見えていない。
　ということは、ここでの叫びは単なるうめきであり、神を求めたわけではないことになる。だが、そのような声を神は受け止めて下さり、人々が願うよりも先に、神のほうで助けを用意して行かれる。モーセの登場は、人々の願いへの応答ではない。神がモーセを立て、それから人々に、「私がお前たちを助けてあげる」と呼びかけて、人々をご自分のほうへと振り向かせておられるのだ。すべては始めに神が行動を起こされて、なのである。まさに恵みである。
 
出エジプト　3:1-6
　いよいよ、モーセが主なる神と出会う場面である。正確に言えば、神のほうからモーセに会いに来られたのであるが。モーセ自身はこれっぽっちも予測していなかった会見だ。羊の草を探しまわって、たまたまホレブ山に来ただけのことである。ちなみにここは、後にはシナイ山と呼ばれるようになる。
　燃える柴そのものに深い意味を求めなくても良いだろう。モーセの気を引き、呼び寄せるために神が用いられたアイテムだ。その不思議さゆえに、呼びかけられたモーセはすぐさま、自分が特別な存在と対面していることに気づく。舅のイテロが祭司であったことも良い感化となっていたのだろうか。だが、最も重要な言葉は、イスラエルの始祖たち、アブラハムたちの神だという部分である。それは神がアブラハムたちに与えた約束を思い起こさせるものであり、つまり、奴隷からの解放へとつながる話となる。アブラハムへの約束、このことは以降何度も繰り返し出てくる。
 
出エジプト　3:7-12
　神はモーセに告げられた。「わたしは人々の苦しみを見た」と。神は超然としておられる方ではなく、単なる傍観者でもない。人々が直面する事態について、真剣にそのことを案じ、そして関わるのだと、この出来事は私たちに告げている。その約束を信じたい。そして、だからこそ、モーセが求められたように、それぞれのなしえることをなすのだ。必死になって、歯を食いしばってでも。
 
出エジプト　3:13-14
　新改訳聖書で言えば「主」というふうに訳されている言葉、アルファベッドではYHWHとも表記される神の名は、ここにでてくる「わたしはある」という言葉と結びついている。名前としてはちょっと奇妙な言葉だろうが、しかし、名は体を表すということからすれば、まさに、である。
　私はここに存在する、いや、私がここに存在する。それこそが事態の核心であり、礎であり、そしてまた、人々を守り導く鍵である。出エジプトで言えば、かつて約束を与え、いま、イスラエルを救い出す、その業のすべてを、神である私が遂行するのだと告げられる。この名前は、神の断固たる決意を示すものでもあり、それを聞く者たちにとっては、勇気に満ちた言葉になり得るものだ。この救いについても神はそれこそご自身の存在のすべてをかけて行かれる。以降、イスラエル民族自身の問題、罪のゆえに計画が頓挫しかねないことも多々あるのだが、神の決意は堅く、どこまでも推し進めて行かれる様子がたくさん見いだせるのだ。
 
出エジプト　3:15-17
　神を紹介する際によく出てくる言い回しが、「アブラハム、イサク、ヤコブの神」である。単にご先祖様の神、由緒正しいぞ、ということではない。あの人々を守り導いた実績があると実例を指し示すと同時に、その確かさを人々が検証できるように、しておられるのだ。神は、闇雲に黙って従えと命じているわけではないし、力ずくで抑え込んでいるのでもない。人々が納得して信じ従えるように、となっている。
　もう一つ、この言い回しには、神の約束が示されている。私はかつて、アブラハムたちに約束したのだから、この約束を必ず果たすのだと、そういう意味も込められている。聖書を開き、神のなさっていることや語られていることについて、その知識を増やしていくことは、この信仰にとって重大な意味を持っているのがおわかりになるだろう。
 
出エジプト　3:18-22
　モーセが取り組むことは、決して容易には進まないことを、神は最初から語られている。そう、神が共にいれば、何の問題もなくするすると事が運ぶ、わけではないのだ。苦労もある、厳しさもある。しばしば神はそのように予告し、だからこそ、驚き慌てるなと語る。
　神の業に取り組んでいて、それで困難に直面したとしても、だからといってそれが自分の過ちのゆえとは限らないし、神の怒りでも、見捨てられたのでもない。それは織り込み済みのことなのだ。神は、モーセが直面する困難の理由は語っていない。神が告げているのはただ、それでも大丈夫だということであり、そして、最善の結果についてである。だとすれば、人がなすべきことはただ一つだ。神の約束を信じて、たとえ困難があろうとも前に進む。きっと道が開かれると信じて。
 
出エジプト　4:1-9
　これらの奇跡は、あとでエジプト人に対して行われている。だが、この箇所によれば、もともとはイスラエル人に対して、神の存在と力を示すためのものだった。救い出してあげるというすばらしい約束が語られているのに、人々はなかなかそれを信じようとはしない。そんな人々を納得させるために、神は奇跡を見せてあげようとおっしゃっているわけだ。一般に、信仰とは何も見ずに、ただ神を信頼して進むべきものと受け止められている。「見ないで信じる者は幸い」という言葉を思い出す人もあるだろう。でも神は、意志が弱く、戸惑い続けてしまう人間の限界もご存じでいらっしゃる。だから、時々このようにして神の力を見せてくださることが、聖書には出てくる。
　もっとも、それは神と関わり始めた初期に見られるものだ。すでに良き信頼関係を築いていて良い時期に、なお、見なければ信じないと言い張るのは、もはやあわれむべき弱さではなくて、愚かで強情な心と言わざるを得ない。
　なお、いわゆる奇跡だけでなく、神が人々に指し示す印としては、神にあって生きている人々の姿そのものに、より強力な意義を持たせていることは、覚えておきたいところだ。
 
出エジプト　4:10-17
　神が全てを整えて下さるのに、それでもなお、ブチブチと言い続けるのはやめておいたほうがよさそうだ。神はついにモーセに対して怒られたと書いてある。むろんこれは、モーセを罰したとか、見放したと言うことではなくて、人間で言えば、期待している部下がふがいないので怒鳴りつけた、という感じだ。神は冷静沈着というよりは、もっと良い意味で感情的な方であると、聖書を読んでいると思わせられる。
　でも、モーセの態度はさておき、このように神が全てを整えて下さっているということは、事を行うに当たっては非常に意義深い。神の用意した口、神の用意した語り手、だとしたら、それがうまくいくかどうかについても、神ご自身がしっかり対応して下さるということだ。神が味方ならば恐れるものはない、と言うけれど、単に害悪から守ってくれるだけでなく、この私の取り組みについても、必ず守り支えて下さるのだ。むろん、それは私たちがちゃんと神の御心を生きてこそであるが。
 
出エジプト　4:18-23
　神はモーセに、繰り返し、繰り返し語られている。聖書にはこういうふうに何度も語られる箇所がよく見られる。当時、紙が貴重だったことを考えると（今の紙とは本質的に違うが）、同じような内容を繰り返し書き記すのは通常であれば避けたいところのはずだ。簡潔な言葉で事実関係だけを記録しても、何とかなるとも言える。ということは、こうやって繰り返し神が語られることに、モーセをはじめ記者たちは重要な意味を受け止めていたということだろう。
　今日、大量の紙が消費され、溢れるほどの情報量が可能になる一方で、言葉の重みが薄れていると言われている。こういう時代こそ私たちは、神の言葉について、何度も繰り返し、繰り返し、読み直し、聞き直していく必要がありそうだ。前にも読んだ箇所、聞いた話と看過するのではなく、その繰り返しをこそ大事に受け止めていきたいものだ。
 
出エジプト　4:24-26
　この出来事は、率直に言えば、意味合いがよく分からないとされている箇所だ。なぜ神は、モーセを殺そうとされたのか。息子が割礼を受けていなかったからか。それとも、モーセ自身に問題があったのか。聖書は何も理由を語らない。妻のチッポラがしたことについても、それがどうして効力があったのかは、今ひとつよく分からない。割礼そのものならばまだしも、息子の包皮をモーセの足につけることに意味があるというような箇所はどこにも出てこないし、血の花婿という呼び名も説明がない。
　ただ、何らかの理由で、エジプトに入る前のモーセは、神とぎりぎりの対面が必要であったことは見えてくる。そして、彼自身は神の求めに応じられなかったことも。けれど、妻のチッポラが動いたおかげで事なきを得たのである。以降、この話は出てこないから、この時点で全て解決したのだろう。ただ、それはモーセ自身の力ではなく、妻のおかげである。彼女によって、彼はイスラエルの指導者としての道を進んでいくことができたのだ。モーセの生涯全体において、チッポラの存在はそれほど大きく取り上げられてはいないけれど、その意義はとても大きいと聖書は語っているのだ。
 
出エジプト　4:27-31
　イスラエルの民は非常に問題が多かったことを、聖書は繰り返し記している。今ここで神に感謝しているけれど、彼らが神に身も心も傾けたわけではない。苦しい状況にあって、助けてあげると呼びかけてくれた「神」がいたので歓迎したのみである。その「神」がどのような方であるのかについても、まだよく分かってはいない。
　でも神は、こういうイスラエルに対して呼びかけ、助けてあげると語りかけ、ご自分のほうから近づいてこられた。イスラエル人が立派だからではなく、信仰深いからでもなく、神にとって役に立つからでもなく、ただひたすら、神からの呼びかけとして、この救出劇は始まっていく。そこに、恵みの大きさというものを痛感させられる。
 
出エジプト　5:1-23
　ここは一気に読んでいただこう。神の命令通り、モーセはパロのところに行って、イスラエル解放を要求した。彼の行動に問題はなさそうだ。むろん、簡単にいくとは思っていなかっただろうが。けれど、罵倒されるだけでは済まなかった。イスラエルの民に科せられた労働が重くなったのだ。自分が被害を受けるだけなら、モーセとて覚悟していただろう。でも、民が苦しむ。そして人々は反発する。それはそうだ。まだよくわかっていない「神」に期待してみたら、事態が悪化したのだから。モーセにとっては何よりもつらい状況となっている。でも、これは大いにありそうな話だ。真実を知り、人々の最善を確信している者が、その過程で生ずるこういう厳しさを、それでも突き進んでいくことができるかどうか。とても難しい。でも、それを越えていかなければ幸いもない。まさに究極の選択である。
 
出エジプト　6:1-9
　事態の悪化を受けて、モーセは神に訴えている（5:22-23）。神を責めるような言い方でもある。それに対する神からの答えに基づいて、モーセはイスラエルの民にも語り聞かせている。内容は、必ず助け出すということと、祖先アブラハムに誓った約束を裏切りはしない、ということである。
　あいにく、人々は納得しなかった。この時点では、イスラエルの民を責めるのは酷かなと思う。まだまだ納得できる状況ではない。でも、モーセにできることは、神の約束を繰り返し語り続けることしかない。神もまたモーセに同じことを何度も語られている。証拠を見せたり、実績を積んだりも意味がある。でも、最終的には、何度も語り続けるしかない。神はそういう手段を用いておられるのだから、私たちもまた、誰かに大切なことを伝えたいなら、何度でも語り続けるしかないのだろう。
 
出エジプト　6:10-13,6:28-7:7
　モーセは決して、自信に満ちあふれたリーダーではなかったようだ。最初の取り組みがうまく行かなかった時、彼は再び失意に陥っている。40年前の挫折がよみがえってきたのだろうか。口べただと以前から何度も言っているので、あまり人前で話をする機会を持たずに来たのかもしれない。それでも、エジプト王宮に行くなら、自分しかいないということについては分かっていたようだ。そこはモーセが40年過ごした場所なのだから。神は語り手としてアロンを用意し（内面的には問題のある人なのだが）、彼らを先に進ませる。人は様々に理由を語り、無理だと言う。でも、それが神のご計画であるならば、人が何を言おうが、その判断が事実を適確に判断しているものであったとしても、それでも事はなる。自制心や謙遜さは必要だ。でも、その全てを越えてでも神は事を動かされるのだという点を、忘れないでいたい。
 
出エジプト　6:14-27
　「どこの馬の骨とも分からぬ者を」という言い方が日本でもあるが、イスラエルの伝統においては由緒正しきという観点は重要視されていたようだ。ある人の紹介をする際には、しばしば系図が取り上げられている。メルキゼデクのように、重要な人物なのにそういう紹介がつけられていないと、ないということ自体が大きな意味を持ってくる（ヘブル7:3）。
　モーセの場合は、エジプト王女の養子ということはよく知られていたので、イスラエルにおける位置づけが明示される必要があった。それで、ヤコブの第三子の子孫であると示し、さらにはイスラエル民族の中で生きて、子どももいたアロン（モーセの子はミデヤンの妻による）が兄であるということも指し示されている。
　神が選ばれたのだからそんなことは関係ない、とも言えるのだけれど、神は人々の思いを尊重しつつ対応なさっている。この丁寧さには注目しておいたほうが良い。
 
出エジプト　7:8-25
　もともとはイスラエル民族に神の存在と約束を示すために与えられた力が、エジプトに対して指し示されている。なるほど、同じ神の言葉や力は、自分たち自身にとっても、他の人々にとっても意義があるのだ。相手に合わせてテーマを選ぶことも悪くはないが、本質的には聖書のどの言葉も約束も御業も、等しく、信仰者にも、今はまだキリスト教に関心のない人にも有効であることを、忘れてはいけないだろう。
　近年は、相手の状況に合わせて提供するというのが、何事につけ主流である。お菓子でも娯楽でも、そういう区分けを重視している。日曜の礼拝なども、これはクリスチャン向け、これは深い関心を持っている人向け、これは何となく来て下さる人向け、というふうにしたほうが、賛美歌の選択でも、聖書箇所や説教の内容でも、より効果的に提供することはできるのだと思う。そういう取り組み自体は有意義だし、私たちも部分的には行っている。それによって少しでも敷居が低くなるならば何よりと思う。ただ、神の言葉は全てのものが全ての人にとって意義があり、有効であることそのものは、決して忘れてはいけないようだ。さもないと、私たちの恣意的な選択で神の言葉の広さと深さを狭くしてしまう懸念がある。
 
出エジプト　7:11-13
　せっかくの奇跡だったが、パロのもとにいた呪法師も同じことをしてみせたら、パロは神に従うことを拒んだ。同じことができたというのはなかなかに驚きであるが、まあ、神は何も全てのことをご自分の専売特許にしておられるわけではない。かつては神にしか直せなかった病気が、医学の発展により人間の医師にも直せるようになることはいくらでもある。
　問題は、同じことができたからといって、それで自分は神と同等だとか、神を粗末にしていいというふうになってしまう点だ。人はいつも神に従わなくてもいい口実を探しているのだ。そして、ちょっとでも神と肩を並べられたら、もう尊敬をかなぐり捨てようとする。愚かなことだ。人にもできることはあるけれど、人にはできないことはもっともっとあるのに。親よりも背が高くなった瞬間に、親を見下し始める愚かな子どものようなものである。アロンの蛇が呪法師の蛇を飲み込んだように、神の力はなお圧倒的だ。
　それに、呪法師が対抗するつもりなら、神が血に変えたナイルの水を元に戻してこそ、である。同じことをしてみせるだけでは意味がない。でも人は、神のなさることを覆すことはできない。
 
出エジプト　8:1-15
　かえる、である。エジプトの女神にもあるらしいし（たくさんの卵を産むあたりが好まれているようだ）、後で出てくるブヨなどとは違い、かえるがいてもすぐに害悪をもたらすわけではない。けれど、不適切に多いと、それだけでも不具合な存在となる。人間とは勝手なものであるけれど、言い換えれば、たくさんあればそれでいいというわけでもないということにもなる。
　呪法師は相変わらず後追いをしているだけで、事態の解決には役立っていない。パロはモーセたちの力を認めざるを得ず、助けを求めている。だが、目の前の事態が解決すると、すぐに心を翻している。真の意味で神の敬うということと、便利に使うということとは全く別のものであるのだ。しかし、心を柔らかくしていないと、事態はますます悪化する。
 
出エジプト　8:16-19
　エジプトの呪法師は「できなかった」とある。神の業を後から追っかけてきたのだけれど、人の手は届かなかったということである。ここにあるのは特異な業の話だけれど、人間の営み全体についても言えるのではないか。後追いそのものが悪いわけではない。神にならい、神についていくのは価値ある場合も多い。ただしそれは、神に対抗するものとしてではなく、それこそ神の導きを受けて近づいていこうとするものである時に、であろうが。
　それにしても、この呪法師たち、主なる神に対する恐れを表明している。真剣に追い求める者は、神の偉大さに気づくことも多いようだ。少なくとも、どうでもいいやと放り投げている人よりは。自然科学を探究する者たちの中に、素直な信仰者が少なくないのは、こういう箇所からすると大いに納得である。
 
出エジプト　8:20-32
　もともと、この話は「イスラエル人の神に対する儀式を行わせてくれ」という言い方で始められていたものだった。全体の流れを見ると、モーセはもちろん、パロにしても、この言葉を額面通りには受け取っておらず、奴隷からの解放を意味していることは明らかであった。だからこそパロは頑固に拒絶し続けたのだ。でも、対処に困ったパロは、言葉のままの意味として受け取ったふりをする。何の意味もない行動だ。イスラエルが、いや神が、真の解放なくして納得するはずがないのだから。モーセの言い分は、かつてヨセフが使った口実と似ている。でもそれは真剣な答えではない。ごまかしに走るパロに対して、それならこの程度の答えでも十分、という感覚であろう。神は人に向かって、真剣な問いかけをなさる。人はそれに対して、真剣に、誠実に何らかの答えをしなければならないのだ。迂回路はない。
 
出エジプト　9:1-12
　たたみかけるようにして、神の力がエジプトを覆っていく。もはや呪法師たちは登場すらできない。神が真剣に戦われる時、人間たちのごまかしなどはあっけなく消し飛んでしまうのだ。その中で、パロだけは頑固に立ち続けていることに目を留めよう。もちろん彼の態度は間違っている。だが、神と真っ正面から向き合っていこうとする者は、ただ風に流されるだけの者よりは強い。せっかくの強さを、どこに発揮するかが重大なのだが。
　それから、エジプトとイスラエルとで被害に差があることが告げられている。明らかに神の意図であり、動きの結果である。目の前に起こっているのは単なる自然現象ではない。神ご自身が、神の計画のために、エジプトと格闘しておられる。そのことを表す、何よりの事態と言えるでしょう。
 
出エジプト　9:13-26
　神の厳しい宣告が下っているのだが、18-19節の部分が興味を引く。そう、神は警告を発されたのだ。そして、この災害から逃れる方法があることを、エジプトの人々に対しても伝えている。実際、その言葉を信用した人々は難を逃れている。彼らは、主なる神を信奉することにしたわけではないだろう。でも、少なくともその警告を真実だと受け止めて、その言葉に従った。神はそのような応答を大事だと見なされているのである。
　神は、何もイスラエル人だけの神ではない。クリスチャンだけの神でもない。神はこの世界全ての神であられるのだから、当然に、全ての人に思いを抱かれ、案じておられる。信奉者だけが助かればいいなどとは考えられるはずもない。日々の歩みの中で多くの助けをもたらしてくださるし、そういう守り支えを差し出しつつ、何とか人々が真の信仰へと目が開かれていくことを願っておられるのだ。
 
出エジプト　9:27-35
　出エジプト記を読んでいる者たちは、パロの改心もどうせすぐに翻る程度のものだと分かっているし、殊勝な言い方をしても、とうてい信用ならないことを思いはする。むろん神も、それに惑わされているわけではない。でも、それでもなお神は、パロたちの言葉をあえて額面通りに受け止めて、災害を止めてくださっている。そのあわれみの深さに感服するばかりだ。
　でも、人々の強情さと愚かしさには、あきれ果てる。これだけ痛い目にあっても、のど元過ぎればの言葉の通りに、人々はあっさりと痛さを忘れる。それは結局、目の前の現状に苦労しただけで、神への恐れにはつながっていなかったからだろう。人々はどこまでも神を認めようとしない。それだけはしたくない、という感覚でもある。そう、何があっても神だけは拒む。まさに罪深き姿である。
 
出エジプト　10:1-11
　家臣たちは事態の深刻さに音を上げ始めている。すでに遅きに失しているとも言えるが、ともかく、イスラエルの解放を口にしている。もっともそれは、解放するのが正しいのだと気づいたわけではなく、我が身の安全を思うためだけだったから、いったん収束すれば、すぐに思いは変わる。
　恐れによっては事態はなかなか変わらないということを思う。もし、恐怖心によって動かそうとするなら、とてつもない激しさが必要になる。しかし、穏やかな説得や、理を説くことによる働きかけというものは、その相手が心を開いて耳を傾けない限りは作用し得ない。とすれば、大変な事態を避けるためには、物事への最終的な賛否・判断がどうなるにしても、少なくとも耳を傾けることについては謙虚であるほうがよさそうだ。その上で相手の主張が間違っていると判断するなら、我が身の滅びを覚悟してでも抵抗するというのも、一つの選択肢ではあるだろうけれども。
 
出エジプト　10:12-20
　いなごの恐怖というのは、日本に住む私たちには感覚がない（佃煮にして「美味しいぞ」と喜んでいるくらいであるから）。だが、中東など世界の多くの地域では、それこそ国の滅亡を意味するほどの脅威であると聞く。全ての植物が食べ尽くされてしまったら、後に残るのは荒廃した地だけである。エジプトはナイル周辺こそ肥沃だけれど、砂漠を身近にしているわけだから、その深刻さをもちろんよく分かっている。パロの言葉遣いも、必死の思いになっていることが見えてくるようだ。
　しかし、ここに至ってもなお、パロの心は変わっていない。人はここぞとなると、全てを滅ぼし尽くすような選択をしてしまうということだろうか。でも、まさに罪とはそのようなものであろう。アダムとエバにしても、たかが木の実一つである。それで全てを捨てるなど、価値判断としてはおかしい。それでも自分の好きなようにする、と言い張るのは、決して「自由」などではない。
 
出エジプト　10:21-29
　今回の災いはあっさりと語られている。最後の御業を前にして、エジプト全土が静まりかえる、という印象にもなる暗闇である。しかし、イスラエルには光があったと明記され、これが神の業であることが明確にされている。
　パロとモーセとのやりとりは、もはや形式的なものにすら見える。パロも、モーセが譲歩するとは考えていないようにも見える。もともと、イスラエルの解放を目指した出来事である。モーセとしては譲る可能性は全くなかった。むろん、パロが心を入れ替えれば、災害はすぐさま止む。でも、出発人員などの譲歩は全くあり得ない。
　一般には、大目標達成のためであれば、多少の犠牲は仕方がないというふうに言われる。でも、神にとってはそういう感覚はないようだ。何人かなら仕方がないとはおっしゃらない。時に犠牲は生ずる。それが皆無と言うことはない。でも、決して甘受するという話ではない。神は譲歩しない。
 
出エジプト　11:1-3
　これらの財宝は、イスラエルが理不尽にも奴隷として使役された年月に対する報酬として考えれば、当然のものである。かつてヤコブがラバンの家で働いた時も、その使役に対する報酬はちゃんともらっていた。報酬の有無は、奴隷かどうかを決定づける最も重要な分岐点だ。これらの財宝によってイスラエルは、自分たちはもはや奴隷ではないと、胸を張ることができる。
　なお、この財宝は後に、「会見の幕屋」を建てる際に活用される。その意味でも、意義あるものなのだ。むろん、民は自分で好きなように使って良い財宝として手に入れている。そのうえで、これらを何のために使うのかを、人々は自らに問いかけていくことになるのだ。主の与えてくださったものをしっかりと用いていくこと。ここにもまた、神への信仰が明らかにされていく。
 
出エジプト　11:4-10
　パロに対する最後通牒である。初子が死ぬ。それは、神が全てを支配していることの表れだ。この時代は生まれても育たない子どもはいくらでもあるけれど、初子は特別な意味を持つ。人々は、そこだけは自分たちの力によって何が何でも守るのだと心に誓っていたわけだが、神はその縛りをあっけなく貫いて行かれる。
　それにもして残酷な、と思うのは自然だろう。神がごく平然とこのようなことをしたと考える必要はない。その点で引き合いに出されるのは、やはりエジプトがかつて、イスラエルの子どもたちを、生まれたばかりの子どもたちを殺し続けたことである。彼らは自ら蒔いた種を刈り取っているのだ。この出来事に違和感を覚えるのも良いだろう。その時、人はもっとひどいことをし続けているのだと知りたい。
 
出エジプト　12:1-14
　過越の祭りは、エジプト出立と重なる。神が自分たちを救い出してくださることを信頼して、必ずそうなるのだという確信が問われ、そして、確認されていく。これが最も大切な祭りとして位置づけられたのは納得である。
　いくつか、この命令には意味が込められているので、せっかくだから、数日立ち止まって、ゆっくり思い巡らしてみることにしよう。
　まずは家族ごとに羊を用意せよと言われている点。神の前に生きる際、個人主義的な感覚はほとんど顧みられていない。一人暮らしが悪いのではない。ここでも隣の家族と一緒でも良いと言われている。友人、仲間、何でも良い。でも、たった一人、自分と神だけというあり方は意図されていない。信仰は、誰かと共に取り組み、共に歩むものだ。そういう仲間を、友を見出すことはまさに宝である。
 
出エジプト　12:5-7
　13節に出てくるように、門柱に塗る血は、印である。日本の私たちには、かなりグロテスクに感じられるだろうが、彼らにとって羊は大切な宝であったし、そしてまた、血というものはいのちそのものを象徴する意味合いもあった。だから、そこに血が塗られていることは、視覚的な意味合いだけではなく、はるかに強い感覚を持っている。昔の日本なら、髷を切られるようなものか。髪の毛だから、また伸びるものに過ぎないけれど、その意味は重大だった。
　神は大きな約束を与えられた。人々はその約束を信じて、期待してついていくという意志を、このような行動によって表していったのだ。心の奥底での決意も本物であることには何の違いもない。神は密かな決意も見ていてくださる。ただ人間はどうも人目につかない形だと、どこかでごまかしを図ることができると思いやすい。だったら堂々と、ちゃんと表明することには意義がある。
 
出エジプト　12:9-11
　この食事は、旅立ち前の腹ごしらえ的な意味を持つ。だから、こんな変な格好をして食べろと言われている。ようは、今すぐに出かけられるように、ということである。それはつまり、神は必ず道を開いてくださるから、ということでもある。出かけるぞという号令がかかってから出発の用意をするのではなくて、その合図よりも先に用意をしておくのである。旅行に行くというのに、車のエンジンがかかったのを聞いてから、荷造りを始める人はいないのだ。でも案外、神の約束については、人々が歩き出してから、旅行鞄を引っ張り出すようなことをしている場合が多いのではないか。死ぬ直前に信じればいい、とよく言われる。まあ、天国へ行くことに関する論理としては、間に合えばそれでいいとも言える。だが、少なくともそれは信仰とは言いがたく、神の言葉を信頼して、期待しているとは言いがたいだろう。
 
出エジプト　12:15-20
　パン種に関する話が時々出てくる。何か悪いものであるからのようにして、取り除け、という命令が出ている。でも、これはあくまでも象徴である。パン種は別段、何かいかがわしい薬とは違って、それ自体に害悪はない。むしろ、人々の生活に当たり前に存在しているものである。さらに言えば、家の中などにもあるので、完全に除外することは困難だったともされる。そして、通常は当たり前に利用していた。それを禁じる戒律はない。ただ、こういう儀式の時だけ、そのありふれたものをあえて意識して取り除き、神の前に自らを整えていこうとするのだ。パン種は罪を考えさせる際にも引き合いに出される。それを完全に取り除くことはできない。全く清らかになることは不可能だ。罪を犯さなくなると夢想するのは、まさに夢想だ。でも、あえて意識して身を正し、悪から身を離し、主の前に清く正しく歩むことを志すのは意義がある。完全などとは考えず、けれど、野放図でよいわけではないのだから。
 
出エジプト　12:21-28
　28節を見て、へえー、と思う。人々はちゃんと従ったのだ。まだ解放命令は出ていない。パロは頑固に反対したのだ。その決意は動きそうにもない。それなのに旅支度をした。大事な羊をほふった。住み慣れた家から立ち去る用意をした。エジプト軍に見つかったら何を言われるか分かったものではない。逃亡罪に問われてしまうだろう。でも人々は応じた。神の告げたとおりにした。そこに、神の約束に期待をして、必ずそうなると信じた。イスラエルの民は、決して信仰心に篤い人々ではなく、神のこともまださっぱり分かっていない。でも、人々は神の言葉を信じた。必ずそうなると信じた。後に、その信仰が崩れた時もあったけれど、少なくともこの時は信じた。そして、事は動いた。神は動かしてくださった。最も単純な信仰の形が、ここにはある。
 
出エジプト　12:29-36
　この出来事に、すべての初子が死ぬなどとはあまりにもひどすぎる、という思いを抱く人もいるはずだ。神よ、なぜそこまでなさるのですか、と問いかけてもかまわないとも思う。ただ、これほどの事態を招いたのはパロと、そしてエジプトの人々自身であることは忘れてはなるまい。神は繰り返し警告されていた。それを無視して、この事態を招いたのは彼らである。人類の罪深さは、自らの最も大事なものまで破壊してしまう。今でもそうだ。戦争を考えてみよ。内紛による大量虐殺を考えてみよ。人の罪は幼子たちも殺す。いたいけな子どもたちには手を出さない、というようなことはなされていない。人の罪は、人類の壊滅をもたらそうとしている。ひどすぎると神に叫んでもいい。ご自身も、これはあんまりだと思っておられるだろう。ただ、その事態を招いたのは、ほかでもない自分自身であることについて、人は決して忘れてはいけない。
 
出エジプト　12:37-42
　ついに出立である。エジプトでの日々を終えて、いよいよ約束の地へ、である。単なる解放ではない。ヨセフの時代に一時滞在としてやってきた民が、本来の居場所に戻る。そういう意味合いでの旅立ちだ。本来の居場所へ、という点を覚えておきたい。救いにしても、この要素を忘れてしまうと、神のなさろうとしていることの全体像を見失ってしまうだろう。神は人を、神のかたちとして造られた。神と共に歩む者として造られた。堕落して、その全てを自ら壊してしまった人類であるが、しかし、神は回復を意図しておられる。たまたま見つけた愚かな者たちをではなく、失われた者、取り戻さねばならない者、なのである。この時点でのイスラエルは、もしかすると、この点を忘れていたのかもしれない。だから、問題が起こるとすぐに、エジプトのほうが良かったという話になる。それは大きな損失だ。
 
出エジプト　12:38
　この時、外国人も一緒であったことには、注目しておきたい。この一団は決して純血的な感覚ではなかった。確かに神の意図はイスラエル民族に注がれている。だが、それと一緒に他の人々も、なのである。自分たちさえ助かれば、祝福されれば、という感覚があるとしたら、それはエジプト脱出に表された神の意図とは全く違う。後に、イスラエルは閉鎖的になることに意識が傾いていく。彼らがあまりにも他民族に影響されすぎるがために、あえて神がそう命じた場合もある。でも、目指すべきところは違う。福音は全ての民族に対して、であることを思い出したい。
 
出エジプト　12:42
　もう一つ、この出来事において強調しておきたい。主が寝ずの番をされたのである。民を安心して進ませるため、そして、休ませるために。神は我がやぐら、我が楯、という詩篇もあるが、神の意図はつまり、何とかして人々を助けようということである。神のために人が必要なのではなく、人を利用したいから従わせているのでもなく、神が人々のために尽くし、犠牲を払い、なのである。やがて、キリストによって実現する救いの構造は、最初から神が示してこられていたものなのだ。
 
出エジプト　12:43-51
　過越の祭りが、イスラエルの根幹に据えられている。つまり、神によって救い出され、神によって導き出されたことの印である。そしてまた、民がそういう神の約束を信じてついていった、ということの印でもある。過越を行う時、人々は神との深い結びつきを確かめ直し、神を信頼していくことの幸いと、確かさを思い起こしていたのである。
　過越の食事は、後に聖餐式へと移行する。キリストはあえてその日、その晩、聖餐式の教えを与えられた。私たちは今、こうして聖餐式を行い、神の確かさを思い起こし、神によって道が開かれたことを振り返り、そして、自分たちもまた神を信頼して歩むのだという決意をしたこと、行動を起こしたことを思い起こす。それは、神との関係の再確認となる。聖餐式が洗礼・バプテスマを前提としているのは、しごく当然と言えるだろう。
 
出エジプト　13:1-10
　覚えておけ、と告げられている。詩篇103にもあるように「主の良くしてくださったことを何一つ忘れるな」である。それはそうだ、と思いたいところだが、あいにく人間には忘れる、という機能がある。それも、感謝なことは忘れて、不平不満は覚えているという、やっかいな機能が、である。律法にはいくつもの儀式がある。それらは基本的に、神をあがめ奉るため、ではない。覚えているため、である。つまりは、もしも決して忘れないのであれば、まあ、儀式そのものの効力なんてどうでもいい、でも、その核心部分、忘れないという部分があまりにもおろそか。それで、神は必死に語られ、厳命され、必ず行えとおっしゃる。後に人々は、儀式そのものにこだわるようになり、本来の意図を忘れて、だから、盛大に儀式は行うけれども、神に守られて今があるということは忘却の彼方。それで他の神々にうつつを抜かすようになる。
出エジプト　13:11-16
　初子というのは、後に続くもの全体を代表する意味合いがある。だから、初子は神のもの、とするのは、その全体が神のもの、という表明にもなる。徳川家康は織田信長の命令で長男を殺したが、それほどまでに信長を重視していたという表明になったと言われている。
　家畜についてはいけにえとして捧げたようだが、子どもについてもちろん、生命を奪ったわけではなくて（それは神が最も嫌うこと）、象徴的な意味がある。当時は、長男が家を継ぐという風習の中にあったので、その育成にはとりわけ心血を注ぎ、神の前にしっかり立つ者とすべく取り組んだに違いない。そうやって子どもたちが確かな人生を歩んでいくならば、これこそ、神のものである初子に対する親としての使命を果たしたと言えるのだ。我が子にしっかり教えよ、との命令は、いつの時代にも重大である。
 
出エジプト　13:17-22
　エジプトからカナンを目指すなら、真っ直ぐ行けば、地図で見た概算では300-400キロというところである。東京から仙台くらいだろうか。けれど、イスラエルの民は遠回りした。理由の一つは、シナイ山で神と向き合うためだけれど、ここにはもう一つの理由を挙げられている。もう少しならしてからの方が良い、ということである。神に信頼することを、である。民はまだ、神が必ず守ってくださることを信じ切ってはいなかった。だから、時間と経験が必要、ということである。この後にある紅海での出来事もその経験の一つだ。信仰は、一足飛びにはならない。神はちゃんと待っていてくださる。そういう神なのだ。
 
出エジプト　13:21-22
　この話題は何度も出てくるのだが、とても感慨深いものである。雲の柱、火の柱、それは膨大な集団にとって何よりの目印となったはずだ。しかもそれは、神が共にいて下さる、ということの印である。この一団にとって「神が共にいて下さる」ということは、最も重要な礎となっていく。いろいろと反発したり、勝手なことを言う民だけれど、それでも、神が自分たちを捨てて立ち去ってしまうことには、恐怖を覚えていたようだ。マタイの福音書の終わりに出てくる言葉は、「わたしは世の終わりまでいつもあなたがたと共にいる」である。神が共におられる。聖書の語りかけは、そこから始まり、そこに至るのだと言えるだろう。
 
出エジプト　14:1-9
　神の意図は、禍根を残さない、という趣旨だ。エジプトには強大な力があるので、今後もひっきりなしにちょっかいを出されては、イスラエルは疲弊してしまう。二度と手を出さないように、ということである。実際、その後の歴史を見ると、イスラエルがエジプトの脅威にさらされたことはほとんどない（ヨシヤ王の時くらいだろうか）。
　それにしても、ここまで来てもなお追いかけてこようとするパロの執念は驚かされる。パロだけではなく、家臣たちも同意見だったようだから、イスラエル民族の存在が、それほどまでにエジプトにとって重要な労働力だったということになるのだろう。奴隷によって成り立っている国は、それが失われたときの打撃が大きい。誰かを虐げて成り立っている社会は、その基盤がもろくなる。もし、真の意味で国を、あるいは社会を強くしたいのならば、なおさらのこと、公正と正義を高く掲げていく必要があるのだ。
 
出エジプト　14:10-14
　ずいぶんな言いぐさだ。墓が足りないから、とは。イスラエルの民がこの後も繰り返す暴言を思わずにはいられない。いくら苦しくても、言っていいことと悪いことがある。
　でも、神ご自身は、今の時点ではこのような醜い言葉に対して、さほど厳しく叱ってはおられない。まだ始まったばかりということだろうか。神への信頼は一朝一夕で築かれるものではないからだろうか。忍耐強く育てるということを、神はなさる。
　ただ、だとしたらなおさら、年月を経てきた者、神と共に長く歩んできたはずの者たちは、そのありようについて、よくよく問われることになる。いつまでも初歩的なことに惑わされている場合ではない、という指摘は、新約にも出てくる。目の前の事態について、全く先行きが見えないと言うことはあるだろう。神にうめき、訴えるのはもちろんである。我慢などは必要がない。それでも、信頼するからこそ叫び、すがり、そういう意味で大騒ぎしているのと、神など信頼できないと言い放つのとでは、全く違う。
 
出エジプト　14:15-31
　映画にも描かれている場面だが、その場で見ていたとしたら、神の力のすさまじさに圧倒されたことだろう。海を二つに分けるなど、尋常ではない。
　とは言え、ここでイスラエルの人々が海の中へと歩き進んだのは、なかなかである。壁となって渦巻いている水を眺めながら海の底を進むのは、そう簡単なことではあるまい。彼らは神に暴言を吐いた。そのこと自体への罰はない。でも、この救いを手にするために、彼らは神を信頼するかどうかを、ぎりぎりのところで問いただされることになっている。目の前に、その現実はすでに起こっている。あるかないかわからない話ではない。ただし、事はすさまじく、人の力では絶対にできないこと。自分では対処できないことを、神を信頼して任せるかどうか。これは信仰の大事な要素である。
　後を追って海の中に入ってきたエジプト軍は、単なる愚行である。神からの約束も何もないのに、勝手に大丈夫だと思いこんでしまう。これではうまくいくはずもない。信仰とは、不思議が起こることを信じているのではなくて、神の約束は真実だと信頼することなのだから。
 
出エジプト　15:1-21
　現代の私たちとは違い、かつての人々には映像も写真もなく、各自が手元に置ける書物もなかった。とすれば、人々が何かの出来事を思い起こすための一番の手段は、歌にしてしまうことである。音楽的、あるいは文学的な価値については、私にもよくわからない。ただ、記憶に残りやすい節回し、あるいは言葉の流れなどを用いつつ、できるだけ詳しく出来事を描写するというのが、こういう場合は有効だ。
　だから、ここにある詳細な語りは、人々がそれだけ感銘をもってこの出来事を受け止めたことの現れと言える。人々は感動したのだ。もちろん自由になったことについて、だがそれだけでなく、そこに働いた神の偉大な力と、自分たちに注がれている神の恵みも大きさに、人々は感動している。この詩における主役は神ご自身である。神が事を行われた、神を信頼してついていこう、そのように歌うことは、神への信仰にとって大事な要素と言える。
　ただし、一時的な思いだけでは用をなさない。聖書はこの直後に、イスラエルの横暴さを語っているのだから、その警告を忘れてはいけない。
 
出エジプト　15:22-27
　水の枯渇は、生命の危機につながる。だから、水が足りなくなった民がうめいたこと自体は、当然のことではある。じっと我慢しろ、という話ではない。だが、神に願うことと、不平不満を言うことは違う。神はあっさりと人々の必要に応えてくださっている。いとも簡単に、である。神はいくらでも満たしてくださるだろう。だが、人々のほうがそれを願わず、いや、願う前から、「神は何もしてくれない」と叫ぶのだとすれば、どうにもならなくなってしまう。イザヤ59:1-2を思い起こさせられる。
 
出エジプト　16:1-12
　新改訳聖書では「つぶやく」という言葉が、何度も繰り返し出てくる。イスラエルの民は、神に向かってつぶやいた。必要があるからと願ったのではなくて、暴言を吐き、神は我々を殺すつもりだと言った。どれほど追い込まれても、とてつもなく苦しくても、それでもなお、言ってはいけないことがある。まして、それが決して真実ではなく、八つ当たりの暴言に過ぎないようなものであれば。3節の言葉はあまりにも醜い。いや、彼らだけではないのだろう。人は皆、このようにして愚かな暴言を吐き続ける。それはつまり、神など信用できないと言っているのと同じことだ。神は私たちに、立派になれと言っているわけではない。問題がたくさんあることについては、よくよく承知しておられる。ただ、ご自分を信用し、信頼せよと語られる。それこそが信仰の要であり、日々を歩む鍵なのだ。
 
出エジプト　16:13-21
　マナは不思議な食べ物だ。単なる自然のもたらしたものではない。明らかに、神の意図的な対応を示している。毎日降り、一日しか保存ができない。明日もまた降る、と信頼しているかどうかが鍵だ。その信頼があって初めて、マナで生きていくことができるようになる。
　宵越しの銭は持たない生活が推奨されているわけではない。ふさわしく、生活の安定を図るのは良いことだ。ただ、そういう貯蓄も含めて、すべて神が与えてくれたものである点を、考慮しておきたいと思う。マナは、人々の食料としての意義だけでなく、神への信頼の試金石、練習としても意義を持っている。日々、神によって養われ、育てていることを心に刻んで生きていくのかどうか、それもまた、マナを食べながら問われたのである。
 
 
出エジプト　16:22-30
 
DATE: 06/09/2011 01:01:00 AM
 
　神に従うとは、神の言葉を信頼することであると、痛切に思わせられる。安息日の教えが告げられている。その日はマナを拾いに出るな、と言われている。その言葉を信ずるなら、安息日の朝は拾いに出て来ることはないのだ。無駄な行動なのだから。それを、マナを食べつつも、神の言葉は信じないで、降るかもしれないと出てくる。愚かな話だと思うのだが、似たようなことを私たちはしているのではないか。神の言葉を信じますといい、約束は確かだと言いつつ、そうではない場合に即して行動する。キリストの恵みによって救われるのだと信じているはずなのに、やっぱり不安だから、良い業も積み重ねておこうとする。
　問われるのはいつも、あなたは神を信じているのか、である。大丈夫、神は必ず助け導いてくださるのだと信じているのか、である。それがないから、従おうとしない。だったら、神が信頼できる方かどうかを、徹底的に尋ね求めていく方が、ずっと健全である。
 
 
出エジプト　16:31-36
　記念というのは、教訓でもある。何か大事なことを教えられた、受け止めた、そのことを記録として残す。そうして、後々、自らがあるいは人々が、事の真実を確かめ直そうとする時の大事な礎となっていくのだ。この類のことを軽視して、今の自分があればいいとなってしまうのだとすれば、そこにはもはや、神の御心を尋ね求めていく姿はない。
　神はしばしば、目に見える形のあるものによって、人々に教えてくださっている。儀式だからといって適当に放り投げたりしないで、そこに神が込めた意志、この印を通じて伝えようとなさったものを、よくよく確認し直す機会としていってこそ、であると思う。
 
 
 出エジプト　17:1-7
　神はすでに水を与えてくださっている（15:22-）。民はそのことを経験しているのだ。それなのに、またしても民は暴言を吐いている。水が必要なら、ほしいと単純に言えば良いのに、彼らはそうしない。詩篇103に、主の良くしてくださったことを何一つ忘れるな、という言葉がある。感謝の大切さというだけでなく、このような愚行に走らないためにも、どうしても必要な事柄だと言えそうだ。
　それにしても、私たちはもっと神に率直に祈り願うことを心得ていく必要がありそうだ。ヤコブ4章でも、願わないから問題が起こるのだと告げられているのだし。難しく考えすぎないで、率直に、主に祈り願うことこそ、健康的な信仰に寄与する。
 
 
出エジプト　17:8-16
　この衝突は、全面戦争のようなものではなく、略奪隊との戦いのようなものだろう（9節に幾人かとあるから）。でも、奴隷の民であったイスラエルは、戦いを知らなかったはずである。以降、イスラエルは様々な戦いを余儀なくされる。これは訓練の一つのようなものと言える。そして民は、神が共にいてくださるならば勝てる、ということを学んでいくのである。
　戦うことそのものの是非については、モーセの旅を読む中では、なかなか十分に議論する余裕はないだろう。ただ、一つだけ言えるのは、このあたりに出てくる、聖書が肯定している戦いは、常に神ご自身の意志に基づいてなされていることを覚えておきたい。後に、王国時代に入ってからのものとは明らかに違うのだ。
 
 
出エジプト　18:1-12
　かつてモーセは、孤独な逃亡者だった。そんな彼を受け入れて、40年も守り支え、家族を与えてくれたのが、このイテロである。大切な恩人と言える。彼はミデヤンの祭司であったが、旧約の時代、幾人かの人々は、いわゆるイスラエルの信仰形態とは別のところに存在していたとしても、まことの神への心を抱き得るものとして扱われている。イテロもまた、イスラエル脱出の次第を聞いて、主なる神をほめたたえている。キリストによる以外に救いはないことは事実だが、呼びかける過程においては、人々がそれぞれに抱いている信仰心というものを手がかりにすることには、必ずしも聖書は否定的ではない。むしろ、現代的に言えば世俗主義、つまり神など関係ない、とする風潮のほうが、神の呼び声を届けていく上では、はるかにやっかいな代物である。
 
 
出エジプト　18:13-27
　イテロの来訪は、神が与えてくださった助けであるようにも思える。パンク寸前であったモーセを支えて、もっとましにシステムの形成を、彼は助言してくれたのだ。使徒6章で、七人が選ばれた時にも、パンク寸前の教会に、あらたなシステムがもたらされていた。賜物が生かされていくことの素晴らしさを思う。ただ、そのために必要とされるのは、神にあって人々のために労することに意義を見出している玉藻のある人々がちゃんといることだ。今日は自己中心的な姿勢が浸透しているが、必ずしも自分の利益ばかりを考えているのではなくても、そうやって仕えることにちゃんと意義を見出している人々が、かなり少なくなっていることは確かだ。志しさえあれば誰でも良いわけにはいかない。だからこそ、人々のために労を惜しまずに仕える姿勢が、社会の基本となっていくことが必要だ。
 
 
出エジプト　19:1-8
　シナイ山は、モーセが神と出会った場所である。彼が神と向き合ったように、イスラエルの民もまた、神と向き合い、その関係を築いていく、大切な起点となる場所であった。エジプトにいたイスラエルは、神に従う民ではなかった。よく分かっていなかった。それでも神は彼らを助け出してくださった。助けてくれる方に、人々も従ってきた（一応は）。そういう相手と、きちんとした関係を整えていこうというのだ。民が素直に応じているのもなるほどと思われるだろう。なお、神と契約を結んだから助けてくれたのではなくて、まずは助けて、それから契約が結ばれたのだというこの順番は、少し意識しておくと良いだろう。8節にある人々の返答は実にさわやかである。それは決していい加減なものではなかっただろうと、そう思う。すぐ後に大混乱が待っているのではあるが。
 
 
出エジプト　19:9-15
　神の威厳が強く示されている。今日、神との親しい関係を意識している私たちからすると、ちょと違和感があるほどに、神と人との格差のようなものが明らかにされている。神との関係において、親近感はもちろんのこと、大事な要素だ。「愛」という言葉が使われていることにも通ずる。けれど、それは決して、神を軽く見て良いということではないことを、しっかり心に刻んでおく必要がある。ＣＳルイスは「ナルニア国物語」の中でそれを、ライオンと向き合っているようなものだと語っている。とても優しく、私たちのことを全力で考えてくださっていることは間違いない。でも、もしも怒らせでもするなら、それは大変なことになるのだ、というイメージを。取り違えないで、神のご機嫌を取るのではない。神は感情的に怒るのではない。人が神を軽く見て、馬鹿にする時にこそ、人はその恐怖を思い知ることになる。だからこそ、常日頃は「恐れるな」という言葉こそ当てはまるのだが。
 
 
出エジプト　19:16-25
　神は繰り返し警告しておられる。どうやら神は、イスラエルの民が神との関わりを軽く見てしまう危険性を強く意識しておられるのだ。神との距離感というものこそ、難しい部分であるようだ。イスラエルは長くエジプトに滞在し、そこでの宗教性というものに慣れ親しんでいた。当然に、神との関わり方についても、その影響を受けている。そういった感覚を、神は改めようとなさっている。広く一般的に言っても、ある社会は神をとてつもなく遠くに見て、親密な関わりを見失っている。別の社会は神と人との境目を失ってしまっており、中には、人間の延長的な感覚に至っているところもある。そういう感覚に至ってしまっていること自体は、どうしようもない。だが、これから改めていくことは必要だ。自分の持っている距離感がふさわしいものかどうか、それは聖書を読み続ける中で適切に修正されていくだろう。
 
 
出エジプト　20:1-17
　十戒というふうに特別視されている教えが、ついに登場している。この後、事細かに様々な律法が語られていくけれど（レビ記だけではない！）、その冒頭に指し示されている戒めだ。このことを通して神は、イスラエルの民が歩んでいくべき方向性を指し示されている。何も分からずにいた人々だからこそ、何が良いことで完全であり、神に受け入れられるのか（ローマ12）も知らない民だからこそ、神はこのことを明確に示して行かれる。それは単に命令を与えたというだけではなく、民のため、彼らがこれからより幸いに生きていくための道筋でもあるのだ。せっかくだから、明日から少し歩みを緩めて、十の戒めを一つずつ確かめていくことにしよう。ただし、全体像も決して忘れないように。だから今日は、何度か通して読んでみて、その様子を大まかに感じ取っていただきたい。
 
 
出エジプト　20:2
　いわゆる十戒にはこの節は含まれないけれど、とても大事なことが告げられている。神がイスラエルに語り、教え、命じる根拠は何か、ということだ。そう、エジプトから救い出した神、である。この方が助け出してくださった、この方が導いてくださった、この方によって死から命へと移された。だからこそ、である。
　神なのだから黙って従え、というふうには、神は告げられない。力の強い神が、力ずくで支配するのではない。まず、神の助けがある。恵みがある。そして、だからこそ従っていくのである。聖書はそういうふうに、神と人との関係を指し示している。
　やがてこの原点は、エレミヤ23:7-8にあるように、新しいものに変わる。それがキリストによる救いを暗示するものであることも言い添えておこう。
 
 
出エジプト　20:3
　2節を見るならば、この定めがあまりにも当然であることは、明白だ。イスラエルを救い出したのは主なる神である。だとしたら、他のものを神にするわけにはいかない。こっちのほうが好きだとか、気が楽だとか便利だとか、あるいは、世の中で人気があるとか、そんなことは何の関係もない。どなたを神とするか、その基準はただ一つ、私を救い出してくださった方は誰か、である。
　一神教は心が狭い、というふうに言われる。だが、大きな考え違いをしている。神とは友だちを選ぶのとは違う。飲食店を選ぶのとも違う。あなたが車にひかれそうになった時、我が身を犠牲にして助けてくれた恩人に対して、心からの感謝をしようというその時に、誰でもいいではないか、その場の気分でもいいではないか、では済まないのだ。一神教、という言い方自体が、厳密に言えば、聖書の語る神との関係とはずれがあるようにも思う。
 
 
出エジプト　20:4-6
　アイドルという言葉をそのまま訳せば、偶像である。つまりは心を引き寄せられ、生き方までも影響される。けれども、それは現実のものではなく、真に意味のあるものでもない。アイドルに恋しても、どうにもならないように、である。今風に言えば、バーチャルの世界、ということか。
　真の神ではなく、虚構の神々に心を寄せるのは、せいぜいが一時的な慰みである。しかも、そういうものを後生大事にしていると、本当に意味のある、価値のあるものに向き合うことが難しくなる。偶像は、人の欲求にぴったり合うように造り出されているから、真の神のように、人にとって不都合なこともなさる（現実の相手である以上当たり前だが）方との関わりよりも、居心地は良いだろう。
　でも、それは何ももたらさない。神が強く、激しく、それはだめだと告げられるのは、人にとっての害悪となるからである。
 
 
出エジプト　20:5-6
　ねたむ神とは穏やかではない。でも、神ははっきりとそうおっしゃる。ねたみは、その相手に対する強い感情がなければ発生しない。神は人間を愛しておられる。切に求めておられる。だからこそのねたみである。私たちはここの強い言葉に、神の真剣さを見ることができる。
　父の咎を子に報い、という言葉は激しいが、ご先祖様のせいでこうなった、という話の根拠として語られているわけではない。あなたの所業が、あなたの子孫に影響をもたらすのだぞ、という意味合いでの言葉だ。我が身を律し、どのような生き方をするのか、神の教えにどう応ずるのか、その時に、子どもや孫、子々孫々のことも考えてみよ、という、そういう言い方である。
　それに、注目すべきはむしろ、恵みを千代に、のほうである。圧倒的にこちらのほうが大きい。罰をちらつかせて従わせるのではなく、恵みによって導くという基本線はここにも見られる。
 
 
出エジプト　20:7
　神の名をみだりに唱える、ことについて、いくつか思い浮かぶ。まずは、神を馬鹿にしたような言いぐさ、神を侮蔑するような言動だ。次に、神に祈ると言いつつも、実は自分の思いを叫んでいるだけで、神への信頼も期待も、ほとんど含まれていないような「祈り」の類だ。人間同士に置き換えてみたらすぐにわかる。今、自分のしている祈り方は、相手の信頼関係に基づいた言い方だろうか。それとも、無理難題を押し付けるだけの、関係を破壊する言動だろうか。もう一つは、神の名を勝手に使って、御心とは別の事柄を神の名で行ったり、語ったりするものだ。古くは偽預言者たちがその中に含まれるが、現代はカルト化してしまった教会なども、ここに抵触する。その基本的な性質は、神を見ようともしないで自分にばかり心を傾けているものだ。どれほど熱心でも、犠牲的でも、もしもそれが神に向かうものでないとしたら、神に聞き従うものでないとしたら、全く無意味である。
 
 
出エジプト　20:8-11
　安息日を単なる縛りとして考えないで欲しい。新約の律法学者たちはそのように告げたかもしれないが、聖書全体には全く違う安息日の精神が示されている。
　この定めは大きく分けて二つの意味を持つ。一つは、休むことの必要性である。人を造った神は、私たちを機械か何かのようにはしなかった。もう一つは、神を礼拝することの必要性だ。それも、ちゃんと物理的なことも含みつつ、である。まじめに人生と向き合っている人は多いだろう。でも、人が真に良い感じで生きていくためには、造り手である方の声を聞かねばなるまい。これらの教え、戒めには、人が神を見上げ、人間らしいまっとうな日々を進んでいく、そういう意図が込められている。
 
 
出エジプト　20:10
　安息日の教えは、自分がそれを守れば良いということではないと、明記されている。これは周りにいる人々、関わりのある人々みんなと共に享受すべき恵みであるのだ。ある看護師長さんは、配下にいるクリスチャンの看護師たちに礼拝の時間を与えるために、自分が勤務を引き受けたと聞く。別の会社員は、自分が統括する部署は日曜日に仕事をしないで済むように、日頃からの仕事の態勢を整えたと言う。もちろん教会に行けと強制したわけではなくて、大半の部下たちにとっては日曜日をゆっくり休める、という趣旨だが。日曜日だからといって休めない仕事もある。電車が動かなければ、首都圏の大半の教会は閑古鳥だ。そういう犠牲のもとで礼拝ができているのだということも、忘れてはならない。
 
 
出エジプト　20:9
　週休2日が確保できるようになった現代、6日という数字にこだわる必要はない。もともとは休みゼロの社会への呼びかけなのだから。でも、ちゃんと働くということも、この安息の教えには含まれていることは忘れないように。マナに関する規定でも、週日はちゃんと毎朝拾いに出るようにとなっていた。働くこと、働けることもまた、神の前に価値あることなのだ。糧を得ることも、そしてまた社会を形成することも。その幸いを単なる苦労にしてしまった人間社会の罪深さも思わせられる。
 
 
出エジプト　20:12
　十戒の中でただ一つ、ご褒美が明記されている定めだ。内容が積極的なものであることも関係しているし、また、自分一人の問題ではないこともあるだろう。ちなみに、親だけを特別視しているのではなく、人間関係全体を意識し、その代表としての親子関係を取り上げているのだと考えても良い。なお、敬え、であって、黙って従えでもないし、服従させろでもないことは肝に銘じておきたい。
 
 
出エジプト　20:13
　しばらく前に、殺人がなぜ悪いのかと子どもに問われて答えられない大人が増えていると言われていた。悪いものは悪い、では足りない。この戒めには、命を与えた神の存在と、その命の大切さ、意義深さも大きく関係してくる。それにしても、命を費やすことで物事の解決を図ろうとする行動（戦争）をそのままにしておいて、いのちの尊さを語っても、効果は半減するようにも思う。我が身を犠牲にして誰かを守る行為と、誰かの命を犠牲にして物事を動かそうとする行為とを厳密に区別することを学ばない限り、人はこの愚かさから脱却できないのではないか。
 
 
出エジプト　20:14
　これも、性的関係の大切さと価値を十分に意識していかなければ、解決には至り得ない。そのことを軽視している限りは、放縦は避けられまい。いわゆる禁欲もまた、真の力を発揮することはない。この戒めは、結婚について聖書が語るいくつもの教えを合わせて考えていくことが役に立つだろう。その時、姦淫がその価値あるものをどれほど壊しているかを思い知るに違いない。
 
 
出エジプト　20:15
　盗みは二つの事柄を損なう。まず、本来の持ち主に被害を与え、その人の生活を破壊し、あるいは心に深い傷を負わせる。泥棒に入られた、掏り取られたという経験は、結構重く暗い影を落とすものだ。もう一つは、良きものを手に入れるという本来の喜びを消し去り、神の祝福を喜び楽しむという幸いをも破壊してしまう。神は健全な労働に伴う収入という幸いのルートを用意してくださった。あたかもそれを全面否定するかのように、盗みが広がっていく。それは神の祝福への挑戦でもある。
 
 
出エジプト　20:16
　この言葉からして、誰かを傷つけるような言動を意識してのものと言えるだろう。多くの場合それは、自分の利益を守るため、ということが絡んでくるけれど、自分の損得には関係がないとしても、であるのは言うまでもない。だから、あけすけにべらべらと情報を漏らすこととは別の話だ。それは真実を語るのではなくて、まさに誰かを傷つける行為であるから。にしても、真実ということの意義と重みを、私たちはもっと大切にしていかねばなるまい。あっさり崩れてしまうものだからこそ。
 
 
出エジプト　20:17
　貪欲の問題でもあり、またねたみの話でもある。この思いが高じると、盗んだり、あるいは相手を殺すというケースも出てくる。必要があって欲しいと願うのはそれで良い。だとしたら、正々堂々、神にこそ願えばよい。他者が持っているかどうかは無関係である。だが、人はいつも比べている。相手が持っているかどうかが、欲しいかどうかの重大な要因となっている。それは世界を混乱させるだけ、ものの意義と価値を失わせるだけ、である。
 
 
出エジプト　20:18-21
　教会にあるビデオでは、この場面に激しく落胆しているモーセが描かれていた。ここまで人々を率いてきて、ようやく神と直接関わるようになり、中継ぎ役から解放されると楽しみにしていたのに、その重荷を負い続けねばならなくなった落胆、である。聖書はそこまで明確には書いていない。だが、民が神との距離を持とうとしたこと、それは神の御心とはずれていたことはうかがい知れる。神を畏れることは大切だけれど、恐怖して敬遠するのは事態悪化の種となる。
 
 
出エジプト　20:22-26
　祭壇の造り方についての注意事項だ。偶像の禁止はすぐにわかるが、土か石かという話は、そこにこだわらなくても良いのでは、とも思える。ただ、金銀の像について語られているので、神を礼拝すると言いつつ、それを華美にしていくことが、結局神への礼拝ではなく、別のところに人々の目が奪われていくことへの警告が発せられているのだなと、気づかせられる。後の幕屋も華やかなものであり、美的なものが悪いわけではない。質素が良いとも限らない。大事なことは、何に人々の目が向けられるか、である。それが分からなくなるものはまずい。
 
 
出エジプト　21:1-6
　古代社会では、奴隷の存在は基本要素であったようだ。けれどそれは、近代以降のアフリカ系奴隷に対する扱いとは明らかに異なる。ローマでは解放奴隷が高い地位に就くこともあったし、優秀な学者が奴隷として貴族のもとにいたこともある。確かに奴隷ではあるが、労働関係に類する感覚も見られる。だからこそ、こうやって大きく取り上げられてもいるのだ。社会に様々な立場の人はいる。だが神はその全てについて、人間らしい扱いがなされることを要求している。それは現代でも同じだ。
 
 
出エジプト　21:7-11
　ここにあるのは、単なる労働力としてではなく、結婚に類するものとしての関係を意識するものだ。今日の法律でこそ、結婚は本人の意志に基づくとされているけれど、かつては親の意向に従うのが当然とされてきた。その際に、経済的あるいは社会的なやりとりが伴うことは、奴隷とは呼ばれなくても存在したことはよく知られている。でも、どのようなきっかけであったにしても、あくまでも通常の結婚と同様の扱いをするようにと命じられている。それほど男女の関係は重視されている。ふと思い浮かべたが、スポーツ特待生などで推薦入学をした子が、怪我などで競技ができなくなった時、居場所を失うことがあるとよく言われる。この律法からすると、どんな理由で入学したにしても、いったん学生になったからには、他の学生と同様に大切に扱う必要があることになるだろう。律法の語る世界はかなり人道的である。
 
 
出エジプト　21:12-27
　殺人あるいは傷害についての規定が次々と並んでいる。状況により、あるいは相手との関係によって扱いは違っているけれど、簡単にまとめるならば、厳しく責任を問われる、ということである。相手が奴隷の場合であっても、しっかりと責任を取らねばならない。現代の制度には、責任が曖昧になってしまうものが多々あるような気がする。赦しは必要だ。けれどそれは、責任を不明にすることとは違う。断固とした処罰が宣告された上で、それでもなお赦す、となるほうが、聖書的には似つかわしい。
 
 
出エジプト　21:28-36
　所有する家畜や施設が何らかの問題を起こした場合、持ち主はちゃんと責任を取れ、ということである。不可抗力の場合は仕方がないとされているが、注意を怠った場合は問われる。このあたり、どういう規定が最善かについては、人それぞれの感覚があるようにも思う。でも、しっかりと定めておくことが社会の安定につながる。その場の感情だけ、あるいは力関係だけで動かしていると、必ず混乱し、破綻するから。
 
 
出エジプト　22:1-15
　経済的な損害を与えた場合の規定だ。元に戻せる場合と、戻せない場合とで違いがあるけれど、ようは、ちゃんと賠償せよ、ということである。犯罪者を罰するだけでなく被害者の救済にも心が砕かれていることは現代においても注目すべきことだろう。なお、盗人を撃退しようとして殺してしまった場合の扱いが昼と夜とで違うのは、殺そうとしたのか、防ぐつもりで死なせてしまったのかの違いである。過剰防衛は認めていない。
 
 
出エジプト　22:16-17
　聖書に出てくる人々の性的関係はかなり混乱しているけれど、律法は明確に語っている。婚前交渉は結婚という決着に至る覚悟が必要だとされている。この場合は、単に罰するという話ではなくて、その行く末に良きものが生み出されていくことを望むものとされている。むろん、結婚するからいい、という話ではない。これもまたちゃんと責任を取れ、という話である。
 
 
出エジプト　22:18-20
　忌まわしき行為、についてである。とても厳しい。人間の本来的な欲求が少々逸脱したとか、そういう話では済まされない事柄については、断固とした処置が宣告されている。聖書は決して禁欲を語るわけではない。けれど、たとえば、美味しいご馳走を食べ過ぎるのと、身体に害悪をもたらす薬に手を出すのとでは、根本的に違う。もちろん、食べ過ぎてお腹を壊してもいい、ということではないが。
 
 
出エジプト　22:21-27
　社会的に弱い立場の人を、ちゃんと守れという定めだ。神が彼らの味方であるのだから、と告げられている。金銭的利益だけを考えるなら、立場の弱い相手から取るのが手っ取り早いだろう。でも、それは神の心が示す「人間のあるべき姿」ではない。昨今の社会も、この点では問われるべきところが多いはずだ。金儲けが悪いわけではない。良質の商品を大いに売って莫大な利潤を上げるとしても、それは実に真っ当なことだ。だが、抵抗できない人々にしわ寄せをして利益を計上するのは、それは本当に利益か。その人やその会社に取ってだけでなく、社会全体にとって利益となるかどうかを考えてみるとよさそうだ。
 
 
出エジプト　22:28-31
　細かい規定は、必ずしも一つの枠組みに取りまとめなくてもよいかもしれない。ただ、この箇所に列記されているものは、神を敬う姿勢とつながっているように思う。それを忘れて、自分のしたいようにする、自分の都合でする、というふうになると、事態は必ず混乱する。あいにくと、人間同士の都合はたいがい衝突している。自分の思いが最優先、となると、事態は決して解決しないのだ。
 
 
出エジプト　23:1-8
　どのような理由でも依怙贔屓してはいけない、とされている。大半は、力ある者におもねるなということだが、貧しい人を依怙贔屓してもいけないということなので、公平さと真実が問われていることになる。もっとも、真実と正義と、そして愛を持って取り組もうとするならば、弱い立場の人のためには、物事をねじ曲げなくても、いくらでもできることはあるはずだ。それこそ自ら犠牲を払うこともできるのだから。ごまかしや偽りは、どのような目的からでも、結局、この世の全体をゆがめてしまう。聖書はそのような理念に立っている。
 
 
出エジプト　23:1-8
　これは十戒を具体的な例に基づいて、指し示しているような箇所だ。偽りを利用すれば私腹は肥やせるだろう。だがそれは神の願いではない。律法の土台・出発点は、神と共に生きたいという願いを持っていることであり、神の喜びを喜びとし、悲しみを悲しみとする心である。それがなかったら、こういう律法を読んでも、それがどうした、で終わってしまうだろう。神を大事に思うからこそ、神の教えに応じるのだ。そのことを考えると、律法の規定を守るかどうか以前に、まずは神との関わりを密にしておくこと不可欠となる。そっちさえ整えば、おのずと状況は整えられていくだろう。
 
 
出エジプト　23:9
　こういう理由付けは、聖書に時々出てくる。自分自身が何ものであったのかを思い出すならば、今、それと同じようなところにあって苦しんでいる相手を、大切にしていくことができるはずだ、という論である。これは救いに関しても語られている筋道である。それなのに、往々にして私たちは、自分が大丈夫という状態になると、とたんに以前の痛みを忘れて、むしろ、その境遇にいる者を蔑視する傾向がある。人の罪深さたるや、であるし、神が最も悲しまれることでもある。
 
 
出エジプト　23:10-13
　安息の規定は、自分がそうすればよい、というものではないのだと告げられている。雇い主であるならば、その従業員全体にとって、ちゃんとした休みが手にできる環境が必要だ。彼らをこき使ったままで、自分は安穏として安息日を楽しんでいるのでは、安息の趣旨に真っ向から反しているのだと、そう告げられている。
 
 
出エジプト　23:14-17
　イスラエルの民に、神はいくつもの祭りを定められた。現代の私たちは、祭りなど形式的だ、という批判をするけれど、祭りとはつまり、日々の暮らしの中に神を思う時が組み込まれ、神への感謝を示す時が確保され、しかも祭りであるからして、人々にとってはある種の楽しみ、休暇でもあり、そうやって人は、日々を暮らしていく中にあって、神との関わりを確かめ続ける。そういうなかなかに意義深い「形式」であるのだ。精神論や理念論だけではなく、信仰とはこの生涯を暮らしていくことそのものなのだ。
 
 
出エジプト　23:18-19
　19節の前半は、まあ、理解しやすい。けれども後半は、戸惑いを覚えるのではないだろうか。ちょっと違うけれど、日本では親子丼という美味なるものがあって、これはどうなるのか、という話を持ち出す必要は無論ないのだが。律法の全ての条項を理解しきることができると考える必要はない。むしろ、よく分からないものもあるのは当然で、これら律法には、深遠なる意図が込められているものも、もっと身近な必要から語られているものもある。むしろ神は、それらを区別せずに告げられたことのほうが興味深い。高邁なことは大事、下世話な事柄は軽く扱う、のではないのだ。小事に忠実な者は大事にも忠実、であるのだ。
 
 
出エジプト　23:20-33
　ドラえもんの道具で何が欲しいか、という問いへの究極の答えは、四次元ポケットが欲しい、なのだそうだ。多種多様の道具があるけれど、それを全部入れてあるのが四次元ポケット、それなら入れ物ごと手に入れば、という欲張りな考え方だ。でも、理に適っている。神に助けていただきたいことは多々あるが、神が共にいてくださるならば事態は解消される。ただし、共にいるかには神も干渉される。それを拒んで神の恵みを捨て去るのか、それとも神の幸いを生きようとするのか。神は、共に歩みたいと言ってくださっているのだ。
 
 
出エジプト　23:24,32-33
　異邦の民とかかるな、というのは、イスラエル自身のための定めである。神はそれら諸民族との関わりを捨てたわけではないし、イスラエルだけを祝福して、他は放り出したわけでもない。問題はイスラエル自身にある。彼らが他の人々に感化されて、あっけなく道を踏み外していくからだ。本来は、むしろ影響を与え、人々よ神の真実を呼びかけていくべき役割であったのに、この人々の心許ない姿は、彼ら自身の滅びを招くだけでなく、他の民族にとっても大きな損失となった。信仰の成長を求めることは、誰かの幸いのためでもあることを、心しておきたい。
 
 
出エジプト　24:1-8
　神がイスラエルの民に与えた命令は、とりあえず23章までで語られている。それをもとにして、神と民との間に「契約」が交わされている。聖書全体からすれば、神と人との関係は契約などというものでは説明しきれない。恵みという言葉のほうがふさわしいだろう。けれども神は、このことをあえて契約とされた。契約は対等の両者が対等の責任を持って取り組むことである。つまり神は、あえてご自身をイスラエルに対して縛り付けて、彼らを助けて守る義務を担われたということだ。むろん神はこんな契約などなくても民を守る。見捨てはしない。だが、人々の安心と喜びと、そして神と共に生きることを楽しみとするために、こういう形を取られたのだ。まさに愛情に満ちた形である。
 
 
出エジプト　24:9-18
　神の御前で宴会が開かれている。民は、このような神がいてくださることを深く感謝したはずだ。また、誇りともしたはずだ。この箇所からは、人々の高揚感すら感じられる。それなのに、25-31章で会見の幕屋に関する定めが告げられた後、そこに記されている出来事は、あの裏切り行為であった。あまりにもあっけなく、民は神から離れてしまっている。愕然とさせられる姿である。
 
 
出エジプト　25:1-8
　会見の幕屋と呼ばれる場所の建造に関して、詳細な説明が告げられていく。この呼び方は意義深く、ここは単に祭儀を行う場ではなくて、神と向き合うための場。それは神が初めから人類に求めておられたことでもある。神はあがめ奉られることより、神と心を共にして生きることを望んでおられるからだ。それゆえ、この幕屋は人々の自発的な捧げ物によって作られていく。この点に関しては、ソロモンの神殿は本来のあり方を崩してしまったのかもしれない。
 
 
出エジプト　25:9
　旧約において、神はかなり事細かに形の部分を規定なさる。人は目に見える形の部分に大きく影響されるからだ。人間の自主性に任せると、大きな間違いに陥る危険性がある。それなら形そのものを持たなければ良さそうなものだが（だから神の像を造ることは禁じられている）、あいにく人間は目に見えるものに依存したがる傾向がある。そういう人の特性も踏まえつつ、だからかなり厳格な規定となる。細かすぎると感じるかもしれないが、これは人の欲求に応じるからこそなのだ。
 
 
出エジプト　25:10-22
　契約の箱と呼ばれるもので、幕屋の最奥部に置かれ、神の臨在を象徴するものとなる。この中に十戒の板が納められたように、神と民との契約を指し示すものだ。一方、贖いのふたは人々の罪を赦していただく際に用いられている（レビ16）。ということは、「契約をしっかり守って立派に生きたぞ」ということよりも、契約を守れず罪を犯してしまう者たちへの救済が初めから意図されていたとも言える。神の目は、正しい人ではなく罪人に向けられている。
 
 
出エジプト　25:23-30
　神の前に供えるパンを置く机だ。とは言え、神がパンを食するわけではない（象徴的な意味合いでも）。神に食料はいらないし、人間が神を養うという図式はあり得ない。これはむしろ、神が与えてくださる糧に対する感謝の現れだ。神こそがこれらの食料をもたらして下さった方。そのことをはっきりさせるために、与えられたものの中から神の前に持ってくる。このことは神への捧げ物の基本理念でもある。ちなみにこのパンは、祭司たちの食料になる。
 
 
出エジプト　25:31-40
　神は光に例えられることが多い。神＝光なのではなくて、神が造られたものの中で、神ご自身の本質を例示するのに最も適しているということだ。罪は闇につながるから、闇に生きる者たちに光が差し込むという意味合いにもなる。この燭台は、神のために光をともすのではなく、神が人々に光を照らして下さることを意味する。それは神の恵み全体でもあり、そしてまた、神の言葉によって道を照らして下さることをも想起させてくれる。
 
 
出エジプト　26:1-37
　事細かに幕屋の造り方が指示されている。旅をするための構造物だから、分解できるものであることは必須だけれど、実に重厚で、しっかりとした建物になっていることは想像に難くない。恒常性は求めていない。身軽さも必要。でも、単なる簡素ではなくて、十二分に荘厳なものだ。この人生も身軽さは大事だ。次に何があるのか、人にはわかり得ない。今の状態だけにしがみつくのは間違い。でもそれは雑で良いとか、適当でよいということではない。例え一瞬だとしても、その中で重厚に、しっかりと生きていく。それが幕屋の物語る姿であろう。
 
 
出エジプト　27:1-8
　祭壇は木製だったのかと、この箇所を読んだ時に驚いたものである。様々な捧げ物を火で焼くための場所だから、かなりの高温になっていたはず。青銅をかぶせてあるので、もしかすると、内部は炭化して、金属部分だけが残ったのかもしれないけれど。幕屋の中でも中心的な役割を果たす祭壇だが、造り方としては案外あっさりしている。祭壇そのものではなく、そこに捧げられる人々の思いこそが重要であったことを、思い起こさせられる。
 
 
出エジプト　27:9-19
　庭を造るといっても、移動式の建物だから、庭を囲む幕をどのように造るかという話だ。縦45メートル幅22.5メートルだから300坪くらいのはず（計算に間違いがなければ）。幕屋の中は祭司しか入れないので、人々が神を礼拝するためにやってくるのは、この場所である。大勢の人でごった返していたはずだ。神を礼拝するとは、一人静かにではなくて、多くの人と共に、もしかすると雑然とした中で、しかし、共に主を見上げようとする、そういうものとして行われていたのだ。
 
 
出エジプト　27:20-21
　幕屋には、常に灯火をともしておくようにと、指示されている。光は闇の中に輝き、闇は決して光に打ち勝つことはない。そのことを確信し、神こそが光であると信頼する民として、神の家と称される幕屋には光が常にともるようにするのだ。今日、幕屋はないけれど、私たち自身が神の宮であるとも言われているので、それぞれの心に、あるいは生き方の中に、神の光をともし続けたいものだ。あなたがたは世の光、とも告げられているのだから。
 
 
出エジプト　28:1-5
　アロンを祭司にと明言されているのは、ここが初めてではないかと思う（違っていたら申し訳ない）。イスラエルの民の中で、特別に神に関わる仕事を担っていく人々である。必ずしも彼らが特に優秀ということではなかったが（金の子牛事件にアロンも関わった）、モーセと共に最初から出エジプトに関わっていたことの意義は大きい。彼らが有意義に活動できるように、特別な衣装も用意されている。本人の自覚と、回りの人々に意識させるためと言えるだろう。
 
 
出エジプト　28:6-30
　祭司が身につける装身具について、事細かに記されている。宝石については詳しくないが、高価なものなのだろうということは分かる。祭司という役割が特別なものであることを人々に示す効果は絶大だ。と同時に、後にこれらの装身具がまじない的に使われてしまうこともあったのを思うと、本来、祭司や人々は、その見た目に驚嘆するのではなくて、これが神によって事細かに指示された、神の手の中にある器具に過ぎないことを覚えているべきだったのだろう。それは祭司という存在そのものについても同じであるが。
 
 
出エジプト　28:31-43
　衣装の話が続いているが、アロンたち祭司が「死なないために」という言葉が何度か出てきている。本来、聖なる神との接触は、人間にとっては厳しいものだ。もともとは違う。だが、人が罪を犯したためにそうなってしまった。それを、人々と神との仲介的な役目を担うのだから、祭司はとても厳しい立場にある。まあ、神の御子ご自身こそが果たし得る役割なのだからね。そんなわけで、あれこれと細かく定められて、祭司がそれらをきちんと守っていこうとすることによって、神の前に身も心も整える効果は、大いに役立っただろう。
 
 
出エジプト　29:1-46
　ちょっと長い箇所にしてしまったけれど、祭司の任職に関する所作が定められている。彼らが特別に扱われているのは、それが神と民とを結ぶものとなるからだ。神が民と共に歩んでくださることの象徴が、祭司であり、そしてまた幕屋である。現代の私たちからすれば、これらの規定は面倒にしか思えないだろう。確かに、所作そのものは継承されていない。でも、神と共にあることの意義と重みそのものは、変わりはしない。それは軽々しいものにはなり得ないのだ。私たちはそれを、どうやって体験し、表明しているのだろうか。
 
 
出エジプト　30:1-10
　香壇は、神への祈りを象徴する。赦しを求める祈りは、祭壇での捧げ物に込められると言えるけれど、日頃の祈り、神との結びつきを確かめるような、日々に経験するような、そんな祈りは、この香壇によって表されていくと考えて良い。神への祈りは、何か大きな願い事があった時だけではなく、もっと普段から、ごく日常的な営みの一つとして、もちろん真剣な思いで、でも、特別なものとしてではなくてごく日常として、神の前に向けられ続けているべきものなのだ。
 
 
出エジプト　30:11-16
　人口調査を行うことが問題とされる事件は、第二サムエル24章に出てくる。人口を把握することは、国の運営には必要であるのだが、一方で、人の力に基盤を置こうとする姿勢にもつながる。結果、神によってこそ支えられていることを見失いやすい。だから、人口調査を行うならば、なおさらのこと、この人数が、この勢力が神から与えられているものだということを、よくよくかみしめて、感謝を表すべきであるのだ。これは人口に限らず、全てに当てはまる（財布の中身を確かめることも）。
 
 
出エジプト　30:17-21
　祭司と言えば、神に近く仕える、端から見れば最も聖なる人々とでも言えそうな存在だ。でも、彼らが神に仕えていこうとする際には、必ず身を清めよと命じられている。死なないために、と。祭司であろうとも、やはり人は本来的に、神の前にふさわしくないものとなってしまっていることを思い起こさせられる。神の愛は深い。神の恵みも豊かだ。でも人は、自らを汚れた者としてしまっていることを、忘れてはならないのだ。その上での赦しであり、助けであるのだから。
 
 
出エジプト　30:22-38
　29節にある「これらに触れるものすべて聖なるものとなる」という点は、なかなかに意義深い。それ自体が完全でなくても、清くなくても、それでも、もしもそれが、あるいは私たち人間が、真に聖なるものとふれるならば（その最たるものは神ご自身だが）、その本質はまだまだであっても、しっかりと聖なるものになりえるのだ。救いということ、神によって清められるということの意味を考えさせられる。
 
 
出エジプト　31:1-11
　ベツァルエルとオホリアブは、神から才能を注がれて、幕屋のために高度な技巧を凝らして行っている。彼らは、後に数多く登場する芸術家、建築家、その他、様々な専門的技能を持つ人々の先駆者と言える。幕屋建設だけではない。自らの才能を神から託されたものと知るならば、人々はそれを神のため、人々のためにと、そういう志をもって発揮していこうとするだろう。特別な才能だけではない。人はそれぞれに何らかの役割を果たし得るのであって、それをどう受け止め、どう生かすのかは、この世界全体が神の祝福のもとに歩むかどうかを、大きく左右していくことになる。
 
 
出エジプト　31:12-18
　幕屋建設に関する様々な命令の終わりに、神は安息の話を繰り返された。働くことは尊い。神のために労することは尊い。だが、安息を欠いてしまうならば、それはすべて無意味なものとなってしまう。とまで言ったら、過激と思われるだろうか。でも、神のこの語り方を見ると、安息に込められた神の強い意志を感じさせられるのだ。勤勉な日本の人々は、とりわけ自戒すべきだろう。
 
 
出エジプト　32:1-6
　どうしてこうなってしまうのか、率直に言ってよく分からない。彼らは目の前で神の偉大さを見ていたはずなのだ。それなのに、こんなちっぽけな金の像を崇めてしまう。エジプトで偶像に慣れ親しんでいたとしても、そんなことは理由にならない。すばらしい方に出会って、でも、他の下卑たものに心を移す。あまりにも愚か。でも、それが人間の現実だと、聖書は語る。そして、その指摘がどれほど真実であるのかを、聖書の多くの出来事の中で、いや、身の回りの世界でも、私たちは嫌と言うほど見ているのだ。冷静に考えたらあり得ないはずのことをしている姿を。
 
 
出エジプト　32:7-14
　神の言葉は明確に、イスラエルを捨てると告げている。神の言葉である。気分に押し流されてつい口走った、ではない。だからこそ、モーセの言葉には震え上がる。怒っている神に対して、モーセは反論している。明らかに神が正しいのに、弁解の余地はないのに、それでもモーセは神に反対している。こんなこと、怖くて言えるものではない。モーセだってがたがた震えていただろう。それでも論じた根拠、それは神ご自身の言葉、神の御業、モーセはそこにかすかな拠り所を求めて、必死にしがみついて、そして赦しを嘆願している。そう、それ以外に、人が神に罪の赦しを願い得る拠り所などありはしない。
 
 
出エジプト　32:15-20
　モーセの怒りは激しい。いや、悲しみと言うべきか。民族をあげて造ったはずの金の像なのに、燃え上がるような憤怒に包まれたモーセに、誰一人、抵抗しようとはしていない。丹精込めた金の像は、あっというまに灰となった。人々にその灰を飲ませたというのは、彼らが崇めたものは灰に過ぎないのだということを、その苦みをもって突きつけるものだったろう。それにしても、ヨシュアは何も気づいていない。彼の清廉さと、一方で、モーセのように人々の罪の重みをも知っているのとの違いを、少なくともこの時点では痛感させられる。
 
 
出エジプト　32:21-24
　アロンの言い訳は嘘である。モーセもそのことは知っていただろう。結局アロンは、回りに押し流される人でしかなかった。モーセという確かな基盤があって初めて活躍できる存在。彼自身が中心になって担うことはできなかった。神はアロンを罰してはいない。彼の弱さを知るがゆえの対応か。でも、それも含めて、アロンという存在がどれほど限りあるものであるかが、明らかにされた。万能ではなくても、その限界の中で生かされる人もあることを、思わせられる。
 
 
出エジプト　32:25-29
　壮絶な事態となった。イスラエル民族同士で殺し合いがなされたのだ。レビ族が剣を振るったとき、民全体はおそらくせせら笑っていた最中だったのだろう。もう、誰もモーセになどついて行かないぞ、というふう。レビ族の行動によって人々はモーセが、さらには神ご自身が本気であることを悟ったのだろう。3000人は民の0.1%くらいである。レビ族がモーセに従ったのは、同族という意味もあるだろう。でも、この事態はレビ族と他の部族との関係を悪化させたに違いない。後にレビは部族としての所有地を確保しないことになっている。それは、他の部族の中でレビを守る意図もあったはずだ。人の罪は、事態をどんどん悪化させる。
 
 
出エジプト　32:30-35
　ここに至ってまだ、民自身の後悔の言葉は出てきていない。モーセ一人がこの重荷を背負っている。そして彼は言う。民の代わりに自分が滅びてもかまわない、と。この言葉を口にできる理由を、私は理解できない。神と共にあることを何よりも大事と知っている者が、それを捨ててもよいと、そんなことが言えるのかどうか。神は、モーセの申し出をどう評価するのかについては何も言っていない。ただ、その申し出には応じないと答えているだけだ。にしても、モーセは事態の深刻さをわかっていた。我が身を犠牲にしてもなお足りないだろうということを知っていた。彼の痛みと苦悩を、私たちは少しでも知るべきだろう。
 
 
出エジプト　33:1-6
　一緒に行かない。神がそう告げられた。イスラエルの民はどうせまた愚かなことをしでかすから、そうしたら今度こそ激怒してしまうだろうから、少し距離を置いた方がいい。そういう理由だ。ああ気が楽になった、うるさい存在が遠くに行ってくれた、と喜びそうなところである。助けはあるのだ。旅路は守るのだ。それなら何の問題もなさそうにも見える。だが、イスラエルはこれを悪い知らせだと受け止めた。青くなった。そして、全てがおしまいというふうに受け止めた。金の子牛を造ったけれど、彼らは悟っていた。神が共にいてくれなければ、自分たちの存在は風の前の籾殻のようだと。
 
 
出エジプト　33:7-11
　まだ、正式な会見の幕屋が建てられる前の様子だ。しかしモーセは、神と向き合うための特別な場所を設けていた。神との関わりこそが、自分の指導者としての源であることを知っていたからだ。それだけではなく、神が共にいて下さることこそがイスラエルの民自体の核心であった。神が教えて下さった本格的な会見の幕屋もまた、そのことを指し示していた。神が共にいてくださる。それが全ての礎であったのだ。
 
 
出エジプト　33:12-16
　モーセは神に願っている。言葉は前よりも穏やかに感じられるが、真剣さの度合いは似たようなものだ。もし、神が前言を取り消して一緒に旅して下さるのでなければ、ここから一歩も動かないと言い切っている。それは神に対する必死の要求であると共に、神が一緒でなければ動けるはずがないという、自分たち自身にとっての切羽詰まった思いでもある。彼ら自身の罪に端を発したことではあるけれど、これだけの危機感を持って神と共にいることを求める思いが、はたして私たちにあるだろうか。
 
 
出エジプト　33:17-23
　神はモーセの願いを聞き入れ、共に旅すると語って下さった。神は時に、自らの言葉を翻されるのだと、聖書はしばしば語っている。むろん、神の都合で約束を破るようなものではなくて、宣言された刑罰を止めて下さる、という部類のものだが。
　この約束の印として、モーセは神の姿を見ることを願った。神は応じたけれど、それがどれほど過酷な体験であるかを、モーセは分かっていたのだろうか。でも彼は、あの最初の時、燃える柴を見た時のように、もう一度神の確約を得たいと、確信したいと願ったのだろう。自分たちがどれほど危うい立場にいるかを承知していたからこそ。
 
 
出エジプト　34:1-9
　神はモーセと、改めて会見を持たれている。語られている言葉はとても厳しい。だが、この時はすでに神は、イスラエルを赦して、彼らと共に旅し続けることを明言された後のことだ。彼らと共に歩むからこその、その激しさ、厳しさであることを思う。モーセも、自体の厳しさを痛感しつつも、神の意図が分かるので、こんな者たちを、でもどうか受け止めて欲しいと願っている。罪ある者たちが神に請い願えるのは、このような祈りなのだと思う。
 
 
出エジプト　34:10-17
　神と共に歩むための、軸になる事柄が改めて命じられている。まずは、主のみを神とし、他のものに心を傾けてはならないということだ。世界的、あるいは歴史全体で言えば、主は必ずしも、様々な神々をたたき壊すようにとは命じていない。表面的に排除しても意味がなく、真に主なる神のみとなるためには、人々の心そのものがそれを握りしめていくことが必要だ。でもイスラエルの場合、金の子牛の事件のように、その心はあまりにも危ういものがあり、神々を見ても動じない、看過できる、というふうではなかったことが、こういう命令にもつながっていると言える。
 
 
出エジプト　34:18-26
　18-20節はエジプトからの救出と関わるものなので、この時のイスラエルに改めて強調する話としてはなるほどと思う。21-24節は安息の休みなど、収穫に関わることで、この旅の行き着くところのことが語られている。つまり、守り導くという神の覚悟が示されている。25-26節がこの場面であえて語られている理由は、今ひとつわかりにくい。子やぎの話はとりわけだ。当時のイスラエルに、これらの事案に関連して、何か混乱の危険性があったのだろうか。
　これらが、金の子牛事件の後、神が改めて宣言された定めだ。
 
 
出エジプト34:27-35
　神との真剣な語らいがあった。民の重大な裏切り行為の後でなされたものであることを、心に留めておきたい。モーセの必死の思い、そして、神ご自身もまた覚悟を決めて、この民を導き続けるとしてくださった。その語らいが持つ深さは想像に難くない。モーセの顔が輝いたのも、その深刻さね神と必死で向き合うものであったからこそ、である。もっとゆったりと神に向き合えれば、そのほうがはるかに楽だろうに。民の罪が、こうしている。
 
 
出エジプト　35:1-3
　再び、安息に関する話が語られている。マナのことを思い出せば、その趣旨がわかる。マナは６日間、毎朝降り続け、安息日だけは降らない。翌日までは持たず（腐る）、けれど、安息日だけは日持ちする。神がこういうマナを与えてくださることを信頼するか、それとも、信用ならないので、手に入るときにため込むか。安息が成り立つ社会、あるいは暮らし方というのは、つまり、神こそが与えてくださっているのだと信頼して、期待して委ねる心を持っているかどうかに関わる話なのだ。とすると、なかなか休みを取ろうとしない牧師たちは、神への信仰において欠けていると自戒すべきかもしれない。
 
 
出エジプト　35:4-19
　会見の幕屋を作るために、様々な材料が挙げられている。それらは、イスラエルの民から寄せられる奉納物として調達されることになっている。また、才能与えられている者たちによる細工も必要だ。これは民を挙げての一大事業である。けれど、モーセはそれを命じず、あくまでも、心から進んで捧げる者、心に知恵のある（与えられている）者たちによって実現するものとされている。支配して命令するのはやりやすい。自主性に委ねるのは苦労が多い。でもそこに、神が事を動かしてくださると信じているのかが問われる。決して、各自の気持ちのままに、ではない。神の求めは明確だ。でも、力ずくで従わせることはしない。
 
 
出エジプト　35:20-35
　イスラエル民族は、モーセの、いや、神の呼びかけに対して、一生懸命に応じている。壮大な幕屋が建設されたし、人々は心から喜びつつ、捧げ物をしている。つい先日、あんなことをしでかしたのに。でもこの民は、少なくともこの時点では本気で神に仕えている。
　この率直さというか、安直さというか、単純さが、イスラエルの特質であるのかもしれない。それが悪化の一途をたどる危険性はとても高い。現にイスラエルはそうだった。でも、神は無理に押さえつけるのではなく、人々が自らの思いで応答してくれるのを切望されるのだ。
 
 
出エジプト　36:1-7
　もう十分、と断らざるをえないほどに、民は資材を持ってきた。すごいなあと思う反面、これを素直に受け止められないほど、民は直前まで混乱していたことが思い出されてしまう。神の前に償いを、という意識が働いていなかったのかどうか。勘ぐり過ぎかもしれず、単純に拍手喝采すれば良いのかもしれないが。ただ、これだけの捧げ物があっても、それについて神が格別にどうとも言ってはおられないことは心に留めておいてもよいだろう。もっとも、進んで捧げたものであるなら、別段、お褒めの言葉が欲しいということではないだろうが。
 
 
出エジプト　36:8-38
　26章の繰り返しであるから、こうして文字で読んでいる私たちには、冗長に感じられるのかもしれないが、当時の人々は耳で聞いていただけであり、完成イメージをCGによる3Dで見られるわけでもなく、とすれば、繰り返し語ることには大きな価値がある。神がこの建物を人々に強く印象づけようとされている思いの現れでもある。民がシナイ山で恐怖におののいた神と向き合うための場所、それは神の栄光を表すと同時に、民と共に歩む方であることを示す必要があり、よくよく考えられた構造であったはずであるから。
 
 
出エジプト　37:1-29
　神がモーセに指し示されたとおりのものが造られていっている。それぞれの仕様について、改めて取り上げても繰り返しになるだけだが、この、神の指し示されたとおりに、という点に注目したい。諸事情によって、完成品が計画とは違うものになることはいくらでもある。決して悪意ではなく、誠実な思いで取り組んだ結果としてそうなることもある。でもここでは、神の指図に忠実であることが重視されている。人は良かれと思っていろいろするが、少なくとも神との関わりでは、御心のままに、であることが大事なのだ。
 
 
出エジプト　38:1-20
　引き続き、神の指示通りに、ということであるが、もともとの指示は金の子牛事件以前に与えられたものであることを思う。だが神は、あれだけの事件を経ても、何も変わらずに同じ指示のもとで造らせている。事情が違ってきたのだから、と思いたくなるのだが、もともとこれは神と向かい合うための場。神が用意されるところは、人の罪によって簡単に崩されてしまったりはしないのだ。そう、どれほど重い人の罪も、キリストの贖いを壊すことはないように。
 
 
出エジプト　38:21-23
　ベツァルエルとオホリアブという二人が、会見の幕屋造営には多大な貢献をしている。おそらく彼らは、民の中でもよく知られた才能の持ち主だったのだろう。その彼らが、自分の持てる能力を精一杯発揮して、この建設に取り組んでいる姿は、実に清々しい。彼らほどの才能はなくても、それぞれの存在をもって、神のなされる良き業に、私たちも関わりたいものだ。
 
 
出エジプト　38:24-31
　当時と金銀の価値が変わっているので、単純に比較しても意味はないのだが、使われた金銀の重さを今の相場に当てはめると、金は46億、銀は3億6千万くらい。数字が大きすぎて、計算を間違えているかもしれないが。とてつもない資金が投じられたのだと分かるだろう（これは使われた金銀の価値だけだ）。そういう神々しい場所に、しかし民は親しく出入りできたのであり、神との関わりを象徴するのにはなかなか良いものだと思う。
 
 
出エジプト　39:1-31
　祭司という存在は、後になると大勢いて、神殿での役割がなかなか回ってこないくらいにもなるが（ザカリヤのように）、この時代には大祭司たるアロンが注目されるだけで、他はその息子たち程度だから、まあ補助的な感覚だろうか。ダビデの時代にも、一つの町が襲撃されると祭司絶滅の危機に瀕するくらいだから、ごく少数だったろう。民の礼拝を支えるために仕える彼らの労は、かなりのものだったと思われる。その装束は特別あつらえだが、それだけの希少価値があったと言えそうだ。
 
 
出エジプト　39:32-43
　主が命じられたとおりにした、ということが、何度も繰り返し語られている。ちょっとしつこいと思われるかもしれないほどに、でも聖書は、この点を強調し続けている。だから私たちとしても、このことをよくよく心にとめて、自分自身にも問いかけたい。主が命じられたとおりにしているか、と。そのためには、まずは主が何をどのように語り、命じているのかを知らなければ何も始まらない。神の言葉を曲解する時、物事は大混乱に陥るのだ。
 
 
出エジプト　40:1-8
　第一の月の一日、まさに始まりの時に、幕屋は建てられる。会見の幕屋、神と向き合い、神と共に歩むためのもの。これを建てることで一年が始まっていくというのは、そういう神との関わりをこそ、これからの日々の中心に据え、イスラエル民族の柱としていくということだ。日本にも、一年の計は元旦にあり、という言葉があるけれど、物事を始める時、神と共にスタートさせていくのだということを、礼拝や、祈りや、何かの行動によって確認していくのは、とても有意義なことなのだ。
 
 
出エジプト　40:9-15
　幕屋を聖別していくことが語られている。立派なものが造られたから、それで聖なるものというわけではない。金銀をちりばめたから尊いのでもない。それぞれのものを、「これは神のものだ」と明確に認定していくことによって、初めてそれらは聖なるものとされる。神のものとする。私たちの身近なところでいえば、持ち物に名前を書く。市販の、どこにでもあるものだったとしても、そこに名前が書き込まれた瞬間、それは「私だけのもの」となる。「聖」とはつまり「神のもの」という意味だ。このことが、罪からの赦しや、聖徒と呼ばれることの意味にもつながっていく。
 
 
出エジプト　40:16-33
　第二年目の最初の日であることに注目したい。エジプトを出て一年が経った。激動の日々であった。そしてまた、イスラエルの民が神に激しく背いたこともあった。だが、神は今ここに、民と共に新たな日々を歩むことを宣言するようにして、この日、二年目の最初の日、幕屋を始動させている。民も、モーセも、神ご自身も、ワクワクしながらの始まり、再出発であろう。この年の内に、約束の地に入るはずだった。そのすべてを壊してしまったのは、またしても民自身であるのだ。でも今は、この期待感を味わいたい。
 
 
出エジプト　40:34-38
　幕屋の上には、常に雲か火の柱が立っている。それが神の臨在を表す印だった。その瞬間は、モーセ自身ですら幕屋に入れないほどの圧倒的な存在感が示されたとある。この場所は、神を恐れ、神と共にあることを喜び祝う、そういう場であった。やがて人々は、この場所を、自らの便宜のために利用するようになってしまうのだが。神は変わらずにいてくださるのに、人々は恐れも親しみも、どちらも失っていく。いやいや、まだこの時は、神の圧倒的な臨在に、人々は姿勢を正される思いであったのだ。
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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